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巻頭言　
ス
イ
ス
の
新
ア
ル
プ
ス
縦
断
鉄
道
ト
ン
ネ
ル
計
画
の
一
つ
で
あ
る

ゴ
ッ
ト
ハ
ル
ト
ベ
ー
ス
ト
ン
ネ
ル
（G

otthard Base tunnel

、
延

長
57
㎞
）
が
開
通
し
、
今
年
６
月
１
日
、
独
仏
伊
三
国
の
大
統
領
・
首

相
を
招
き
盛
大
な
開
通
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
た
。
ス
イ
ス
は
、
中
央

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
西
南
に
位
置
し
、
４
万
１
２
９
０
km2

（
九
州
程
度
）
の

国
土
を
持
つ
と
と
も
に
、
隣
接
国
が
多
い
こ
と
か
ら
交
通
路
の
重
要
な

結
節
点
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
ス
イ
ス
南
部
に
は
ア
ル
プ
ス
山
脈
が

東
西
に
伸
び
る
た
め
、
南
北
の
往
来
に
は
急
勾
配
を
上
り
下
り
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
交
通
網
の
発
達
を
妨
げ
る
問
題
点
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
国
内
で
欧
州
屈
指
の
工
業
地
域
で
あ
る
ド
イ
ツ
と
北
イ
タ
リ
ア

を
往
来
す
る
貨
物
自
動
車
の
排
出
ガ
ス
に
よ
る
大
気
汚
染
が
深
刻
化
し

て
お
り
、
こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
道
路
交
通
に
替
わ
る
鉄
道
網
整
備

計
画
（
ア
ル
プ
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
計
画
）
が
進
行
し
て
い
る
。
国
内
を
南

北
に
横
断
す
る
２
本
の
幹
線
鉄
道
か
ら
な
る
ア
ル
プ
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
計

画
の
う
ち
東
側
に
位
置
す
る
の
が
、
ゴ
ッ
ト
ハ
ル
ト
ル
ー
ト
で
あ
り
、

そ
の
中
核
と
な
る
の
が
ゴ
ッ
ト
ハ
ル
ト
ベ
ー
ス
ト
ン
ネ
ル
で
あ
る
。 

　
同
ト
ン
ネ
ル
は
、
標
高
約
１
１
５
０
ｍ
に
位
置
す
る
現
在
線
の
ト
ン

ネ
ル
（
１
８
８
１
年
完
成
）
の
下
、
標
高
約
４
０
０
〜
５
５
０
ｍ
に
建

設
さ
れ
た
。
す
で
に
２
０
１
０
年
に
貫
通
し
て
お
り
、
日
本
の
青
函
ト

ン
ネ
ル
を
３
㎞
余
り
上
回
る
世
界
最
長
の
ト
ン
ネ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

ト
ン
ネ
ル
は
直
径
約
９
・
４
ｍ
の
単
線
ト
ン
ネ
ル
並
列
で
、
お
の
お
の

３
２
５
ｍ
間
隔
で
連
絡
通
路
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
最
大
土
被
り
は

２
４
０
０
ｍ
に
達
す
る
。
着
工
か
ら
開
通
ま
で
17
年
を
要
し
た
。

　
私
は
、
２
０
０
３
年
に
工
事
現
場
を
見
学
す
る
機
会
を
得
て
、
ト
ン

ネ
ル
の
中
間
に
位
置
す
る
セ
ド
ル
ー
ン
工
区
を
訪
れ
た
。
同
工
区
は
、

延
長
９
９
０
ｍ
の
水
平
坑
を
掘
削
し
、
そ
こ
か
ら
本
坑
レ
ベ
ル
ま
で
深

さ
約
８
０
０
ｍ
の
立
坑
を
掘
り
、
さ
ら
に
本
坑
約
６・
５
㎞
を
掘
削
す

る
も
の
で
、
困
難
な
地
質
条
件
や
建
設
設
備
が
大
規
模
で
あ
る
な
ど
、

多
大
な
費
用
お
よ
び
工
期
を
要
す
る
こ
と
か
ら
他
工
区
に
先
駆
け
て
着

工
さ
れ
て
い
た
。
着
々
と
進
め
ら
れ
る
工
事
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

青
函
ト
ン
ネ
ル
の
世
界
タ
イ
ト
ル
も
風
前
の
灯
で
あ
る
と
実
感
し
た
。

ま
た
、
日
本
に
お
い
て
は
ト
ン
ネ
ル
は
時
間
短
縮
効
果
等
経
済
上
の
役

割
ば
か
り
が
重
視
さ
れ
る
が
、
環
境
汚
染
対
策
を
主
目
的
と
し
て
建
設

が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
感
銘
を
受
け
た
。

　
建
設
財
源
は
ス
イ
ス
国
内
を
通
過
す
る
貨
物
自
動
車
か
ら
高
額
の

通
行
料
を
徴
収
し
て
充
て
て
い
る
と
の
説
明
を
聞
い
た
。
当
時
、
総

工
事
費
は
66
億
ス
イ
ス
フ
ラ
ン（
１
ス
イ
ス
フ
ラ
ン

≒

１
１
０
円)

で

２
０
１
３
年
の
開
業
予
定
で
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
想
定
外
に
地
質
が

悪
か
っ
た
こ
と
と
安
全
面
で
さ
ら
に
高
い
質
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
現
時
点
で
の
総
工
事
費
は
１
２
０
億
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
と
な
っ
て
い

る
そ
う
で
あ
る
。

　
実
際
の
営
業
運
行
は
今
年
の
12
月
に
始
ま
る
が
、
さ
す
が
青
函
ト
ン

ネ
ル
を
し
の
ぐ
世
界
一
の
ト
ン
ネ
ル
だ
け
に
今
回
の
開
通
セ
レ
モ
ニ
ー
の

た
め
だ
け
に
８
０
０
万
ス
イ
ス
フ
ラ
ン
を
用
意
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ゴ
ッ
ト
ハ
ル
ト
ベ
ー
ス
ト
ン
ネ
ル
つ
い
に
開
通
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表紙の写真 : 
JR 東日本 田沢湖線（秋田新幹線）
秋田県の大曲駅から岩手県の盛岡駅を
結ぶ延長 75.6㎞の鉄道路線。1996 年
から1年間運休し、軌間を1,067㎜から
新幹線と同じ1,435㎜に拡幅する改軌
工事を行い、翌年に秋田新幹線「こまち」
が運行を開始した。
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特集

は
じ
め
に

　
北
海
道
新
幹
線
は
、
青
森
市
を
起
点
と

し
、
函
館
市
付
近
・
小
樽
市
付
近
を
経
由

し
て
札
幌
市
に
至
る
延
長
約
３
６
０
㎞
の

路
線
で
す
。

　
こ
の
う
ち
新
青
森
・
新
函
館
北
斗
間
の

延
長
約
１
４
９
㎞
は
、
平
成
17
年
４
月
に

工
事
実
施
計
画
の
認
可
を
受
け
、
工
事
を

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
新
青
森
か
ら
終

点
方
約
29
㎞
と
、
新
函
館
北
斗
駅
か
ら
起

点
方
約
38
㎞
が
新
線
区
間
と
な
り
ま
す
が
、

青
函
ト
ン
ネ
ル
お
よ
び
そ
の
前
後
、
在
来

線
が
走
行
し
て
い
る
約
82
㎞
の
区
間
は
、

新
幹
線
対
応
化
工
事
を
行
う
こ
と
で
新
幹

線
と
在
来
線
が
同
じ
線
路
上
を
走
行
で
き

る
共
用
区
間
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
に
例
の

な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
稿
で
は
平
成
28
年
３
月
26
日
に
無
事

開
業
を
迎
え
た
北
海
道
新
幹
線
（
新
青
森・

新
函
館
北
斗
間
）
の
概
要
に
つ
い
て
、
紹

介
し
ま
す
。

 

　
北
海
道
新
幹
線
、
新
青
森
・
新
函
館
北

    

斗
間
の
路
線
概
要

　

新
青
森
駅
か
ら
最
初
の
ト
ン
ネ
ル
で
あ

る
阿あ

み

だ
弥
陀
ト
ン
ネ
ル
入
口
ま
で
の
約
18
・
６

㎞
は
、
青
森
市
北
西
部
お
よ
び
蓬よ
も
ぎ
だ田

村
内

の
水
田
地
帯
と
山
裾
を
高
架
橋
や
橋
り
ょ

う
で
通
過
し
ま
す
。
阿
弥
陀
ト
ン
ネ
ル
か

待望の北海道新幹線
（新青森・新函館北斗間）が開業

平成28年3 月26日、平成17年4月の認可以来、
11年弱の歳月を経て、待望の北海道新幹線（新青森・新函館北斗間）が開業しました。

施工に当たっては、鉄道・運輸機構の技術力が結集されました。その概要を紹介します。

特 集

新函館北斗駅の出発式の様子（写真提供：JR 北海道）
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ら
は
、
津
軽
山
地
南
東
部
に
入
る
た
め
、

Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
（
シ
ー
ル
ド
を
用
い
た
場
所
打

ち
支
保
シ
ス
テ
ム
）
で
施
工
し
た
津つ
が
る
よ
も
ぎ

軽
蓬

田だ

ト
ン
ネ
ル
（
延
長
６
１
９
０
m
）
を
最

長
と
す
る
６
本
の
ト
ン
ネ
ル
が
連
続
し
ま

す
。
最
後
の
館た
て
さ
わ沢
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
、

蟹か
に
田た

川
、
主
要
地
方
道
鰺あ
じ
ヶが

沢さ
わ
・
蟹
田
線
、

Ｊ
Ｒ
津
軽
線
、
Ｊ
Ｒ
津
軽
海
峡
線
等
と
橋

り
ょ
う
で
交
差
し
、
共
用
区
間
へ
と
続
き

ま
す
。

　

共
用
区
間
に
入
る
と
、
大
平
ト
ン
ネ
ル

や
津
軽
ト
ン
ネ
ル
を
経
な
が
ら
奥
津
軽
い

ま
べ
つ
駅
に
至
り
ま
す
。
そ
の
後
、
７
本

の
ト
ン
ネ
ル
を
経
て
、青
函
ト
ン
ネ
ル
（
延

長
５
万
３
８
５
０
m
）
へ
と
入
っ
て
い
き

ま
す
。

図 1　北海道新幹線（新青森・新函館北斗間）線路平面図

図 2　北海道新幹線（新青森・新函館北斗間）線路縦断図

工事延長 　約 148km  

　構造種別

　路盤 　　　　　 10.2km（ 7%）
　橋りょう 　　　　　　6.0km（  4%）
　高架橋  　　　　　35.4km（24%）
　トンネル  　　　　　96.7km（65%）

　設計最高速度 　260km/h
　最小曲線半径 　基本 4,000m
　最急勾配 　20.80‰
　軌道中心間隔 　4.3m
　電車線の電気方式 　交流 25,000V

 主な構造物・
　   延長

　橋りょう

　大谷地線路橋　　　　185m
　木古内川橋りょう　　164m
　茂辺地川橋りょう　　186m
　戸切地川橋りょう　　198m
　大野川橋りょう　　　164m

　トンネル

　津軽蓬田トンネル　6,190m
　札苅トンネル　　　1,235m
　幸連トンネル　　　1,410m
　泉沢トンネル　　　1,720m
　渡島当別トンネル　8,073m
　新茂辺地トンネル　3,345m

表 1　北海道新幹線（新青森・新函館北斗間）のスペック

            特集　待望の北海道新幹線（新青森・新函館北斗間）が開業
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程
お
よ
び
経
済
性
確
保
が
問
題
と
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
東
北

新
幹
線
三
本
木
原
ト
ン
ネ
ル
で
開
発
し
た

Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
に
よ
り
施
工
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た（
写
真
参
照
）。

　
北
海
道
新
幹
線
の
完
成
工
程
確
保
の
た

め
に
は
、
高
速
掘
進
技
術
を
確
立
す
る
こ

と
が
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
次
覆

工
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
配
合
改
良
お
よ
び
打

設
管
理
手
法
の
確
立
、
マ
シ
ン
等
の
改
良

に
よ
り
、
最
高
月
進
３
６
７・
５
m
、
平

均
月
進
１
９
０
m
（
中
間
立
坑
で
の
ビ
ッ

ト
交
換
を
除
く
）
を
達
成
し
、
同
種
地
山

に
お
け
る
山
岳
工
法
と
同
等
の
工
事
費
で

　

青
函
ト
ン
ネ
ル
を
出
た
後
は
東
進
し
、

木
古
内
川
の
手
前
で
在
来
線
と
新
幹
線
に

分
岐
し
、
木
古
内
駅
に
至
り
ま
す
。

　

木
古
内
駅
を
出
た
後
は
、
新
線
区
間

で
最
長
の
渡お

し
ま島

当と
う
べ
つ別

ト
ン
ネ
ル
（
延
長

８
０
７
３
m
）
を
は
じ
め
、
６
本
の
ト
ン

ネ
ル
が
連
続
し
ま
す
。
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け

る
と
渡
島
平
野
に
入
り
一
気
に
視
界
が
開

け
、
右
手
に
は
函
館
山
を
眺
め
な
が
ら
、

新
函
館
北
斗
駅
に
至
り
ま
す
。
な
お
、
新

函
館
北
斗
駅
の
手
前
２
km
付
近
に
は
、
新

幹
線
車
両
の
留
置
や
日
常
点
検
に
加
え
、

自
動
車
の
車
検
に
当
た
る
台
車
検
査
・
全

般
検
査
な
ど
車
両
検
査
の
す
べ
て
を
担
う

工
場
設
備
を
有
す
る
函
館
新
幹
線
総
合
車

両
所
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
構
造
物
の
延
長
お
よ
び
構
成
比
、

主
な
構
造
物
に
つ
い
て
は
表
１
に
整
理
し

て
い
ま
す
。

 

　
北
海
道
新
幹
線
、新
青
森
・
新
函
館
北

    

斗
間
に
お
け
る
主
な
設
備
の
紹
介

①
津
軽
蓬
田
ト
ン
ネ
ル

　

青
森
県
蓬
田
村
か
ら
外
ヶ
浜
町
に
至
る

津
軽
蓬
田
ト
ン
ネ
ル
（
延
長
６
１
９
０
ｍ
）

は
、
地
下
水
面
下
の
未
固
結
な
砂
を
主
体

と
す
る
洪
積
層
を
掘
進
す
る
こ
と
か
ら
、

通
常
の
山
岳
工
法
で
は
切
羽
の
安
定
と
工

シ
ー
ル
ド
工
法
並
み
の
高
速
掘
進
を
実
現

し
ま
し
た
（
平
成
24
年
度
土
木
学
会
技
術

賞
受
賞
）。

②
中
学
校
線
架
道
橋

　
北
海
道
木
古
内
町
地
内
の
中
学
校
線
架

道
橋
に
採
用
さ
れ
た
補
強
盛
土
〔
Ｇ
Ｒ
Ｓ

（G
eosynthetic-Reinforced Soil

）〕

一
体
橋
り
ょ
う
は
、
構
造
工
学
的
に
利
点

の
高
い
一
体
橋
り
ょ
う
と
補
強
土
橋
台
を

融
合
さ
せ
た
構
造
体
で
す
。
耐
震
性
、
復

旧
性
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
を
確
保
し
つ
つ

部
材
厚
を
従
来
の
一
体
構
造
と
比
較
し
て

薄
く
す
る
こ
と
が
で
き
た
結
果
、
コ
ス
ト

縮
減
お
よ
び
桁
下
空
頭
の
確
保
と
と
も
に
、

線
路
縦
断
を
低
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た（
写
真
参
照
）。

　

新
幹
線
で
の
採
用
が
初
め
て
で
あ
る
た

め
、
構
造
物
の
挙
動
の
確
認
や
安
定
性
の

検
証
を
行
い
構
造
的
に
安
定
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
（
平
成
25
年
度
地
盤
工

学
会
技
術
業
績
賞
受
賞
）。

　
北
海
道
新
幹
線
で
は
、
走
行
安
定
性
確

保
お
よ
び
保
守
の
省
力
化
の
た
め
、
主
と

し
て
ス
ラ
ブ
軌
道
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
レ
ー
ル
は
「
高
速
走
行
に
お
け
る

安
定
性
」
や
「
継
ぎ
目
か
ら
発
生
す
る
騒

音
防
止
」
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、
レ
ー
ル

（1）
土
木
構
造
物
　

（2）
軌
道
　

図 3　GRS 一体橋りょうの概念図

津軽蓬田トンネル

中学校線架道橋
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共用レール
N専用レール

S専用レール

新幹線

在来線

東
京
方

青
森
県
・
北
海
道
境

札
幌
方

新函館北斗

函館新幹線総合車両所
函館保守基地

木古内新青森
新中小国（信）

35.5km74.8km38.5km 函館方

木古内
保守基地青森方

青森保守基地

津軽海峡線

青函トンネル
津軽
海峡線

奥津軽保守基地

湯の里知内（信）

奥津軽いまべつ

同
士
を
溶
接
し
て
継
ぎ
目
を
な
く
し
た
ロ

ン
グ
レ
ー
ル
と
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
分

岐
器
に
お
い
て
も
、
レ
ー
ル
が
交
差
す
る

箇
所
に
可
動
ク
ロ
ッ
シ
ン
グ
を
使
用
し
、

隙
間
が
で
き
な
い
構
造
と
す
る
こ
と
で
、

新
幹
線
の
高
速
走
行
の
安
定
性
を
高
め
て

い
ま
す
。

　

共
用
区
間
で
は
、
こ
れ
ま
で
在
来
線
の

走
行
の
た
め
狭
軌
（
軌
間
１
０
６
７
mm
）

で
レ
ー
ル
が
敷
設
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
回
新
幹
線
の
走
行
を
可
能
と
す
る
た
め
、

標
準
軌
（
軌
間
１
４
３
５
mm
）
の
レ
ー
ル

を
追
加
敷
設
し
て
三
線
軌
道
と
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、新
幹
線
用
の
３
本
目
の
レ
ー

ル
（
Ｓ
専
用
レ
ー
ル
）
を
敷
設
す
る
と
と

も
に
、
新
幹
線・在
来
線
が
共
用
す
る
レ
ー

ル
（
共
用
レ
ー
ル
）
は
経
年
に
よ
る
磨
耗
・

劣
化
に
よ
り
新
幹
線
車
両
の
走
行
に
支
障

が
あ
る
た
め
交
換
を
実
施
し
、
在
来
線
の

み
が
使
用
す
る
レ
ー
ル
（
Ｎ
専
用
レ
ー
ル
）

は
交
換
せ
ず
引
き
続
き
使
用
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た（
図
５
参
照
）。

　
ま
た
、
共
用
区
間
の
始
終
端
、
奥
津
軽

い
ま
べ
つ
駅
お
よ
び
湯
の
里
知
内
信
号
場

に
は
三
線
式
分
岐
器
を
敷
設
し
ま
し
た（
写

真
参
照
）。

　
北
海
道
新
幹
線
で
は
、
従
来
の
整
備
新

幹
線
と
同
様
の
電
気
設
備
を
構
築
し
て
お

（3）
電
気
設
備
　

図 4　北海道新幹線（新青森・新函館北斗間）配線略図

図 5　共用区間三線軌道

共用区間三線式分岐器

三線軌用接着照査器 三線軌用接着照査器

            特集　待望の北海道新幹線（新青森・新函館北斗間）が開業
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り
ま
す
が
、
青
函
ト
ン
ネ
ル
を
含
む
共
用

区
間
で
、
前
記
の
よ
う
に
三
線
式
構
造
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
い
く
つ
か
の
特
殊
設

備
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
区
間
の
分
岐
器
は
特
殊
で
複
雑
な

構
造
の
た
め
、
従
来
の
接
着
照
査
器
の
取

付
方
法
で
は
設
置
で
き
な
い
箇
所
が
あ
り

ま
し
た
。
既
存
の
新
幹
線
信
号
設
備
と
同

等
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、
三
線

軌
用
接
着
照
査
器
（
写
真
参
照
）
を
開
発

し
ま
し
た
。

可
動
式
ホ
ー
ム
柵

　

新
幹
線
に
お
け
る
機
械
設
備
に
は
、
雪

害
対
策
に
関
係
す
る
機
械
設
備
や
、
駅
や

建
物
に
お
け
る
空
調
設
備
、
昇
降
機
（
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
）
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
後
述
す
る
函
館
新
幹
線

総
合
車
両
所
内
に
設
置
し
た
各
種
検
査
、

修
繕
設
備
が
代
表
的
な
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

新
幹
線
を
利
用
さ
れ
る
方
々
の
目
に
触

れ
る
機
械
設
備
の
一
つ
と
し
て
、
可
動
式

ホ
ー
ム
柵
が
あ
り
ま
す
。
可
動
式
ホ
ー
ム

柵
は
、
新
幹
線
列
車
の
通
過
時
の
列
車
風

か
ら
旅
客
を
防
護
す
る
役
目
に
加
え
、ホ
ー

ム
か
ら
軌
道
へ
の
転
落
事
故
防
止
や
触
車

事
故
防
止
の
た
め
の
有
効
な
手
段
と
し
て
、

各
駅
で
採
用
し
て
い
ま
す（
写
真
参
照
）。

　

新
幹
線
に
お
け
る
建
築
設
備
に
は
、
変

電
所
や
信
通
機
器
室
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
施

設
の
「
建
屋
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は

代
表
的
な
鉄
道
建
築
物
で
あ
る
駅
建
物
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

①
奥
津
軽
い
ま
べ
つ
駅

　
２
面
３
線
の
相
対
式
ホ
ー
ム
を
持
つ
駅

で
、
Ｊ
Ｒ
津
軽
線
津つ
が
る
ふ
た
ま
た

軽
二
股
駅
に
隣
接
し

て
い
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
イ
メ
ー
ジ
は
「
本

州
最
北
の
地
か
ら
北
の
大
地
へ
〜
津
軽
海

峡
の
四
季
が
感
じ
ら
れ
る
駅
〜
」
で
、
本

州
最
北
端
の
新
幹
線
駅
と
な
り
ま
す
。

　

駅
舎
は
西
側
の
駅
前
広
場
と
の
間
に
高

低
差
が
あ
り
、
ま
た
Ｊ
Ｒ
津
軽
線
等
の
線

路
を
跨ま

た

ぐ
た
め
、
駅
前
広
場
側
か
ら
昇
降

棟
・
連
絡
通
路
・
駅
本
屋
・
旅
客
上
家
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
駅
本
屋
部
分
は
、
１

階
が
ホ
ー
ム
、
２
階
が
コ
ン
コ
ー
ス
お
よ
び

駅
務
室
と
な
っ
て
い
ま
す
（
写
真
参
照
）。

②
木
古
内
駅

　
２
面
３
線
の
相
対
式
ホ
ー
ム
を
持
つ
駅

で
、
道
南
い
さ
り
び
鉄
道
木
古
内
駅
併
設

で
す
。
デ
ザ
イ
ン
イ
メ
ー
ジ
は
「
波
と
森

の
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
〜
北
の
交
流
発
信
地
〜
」

で
す
。

　
北
海
道
新
幹
線
の
道
内
乗
り
入
れ
の
最

初
の
駅
で
、
在
来
線
を
跨
い
だ
連
絡
通
路

経
由
で
在
来
線
の
木
古
内
駅
と
接
続
さ
れ

る
配
置
と
な
り
ま
す（
写
真
参
照
）。

③
新
函
館
北
斗
駅

　

２
面
２
線
の
相
対
式
ホ
ー
ム
を
持
つ
駅

で
、
Ｊ
Ｒ
函
館
本
線
新
函
館
北
斗
（
旧
渡お

島し
ま

大お
お
の野

）
駅
併
設
で
す
。
デ
ザ
イ
ン
イ
メ
ー

ジ
は
「
自
然
と
共
に
呼
吸
（
い
き
）
す
る
モ

ダ
ン
で
温
か
み
の
あ
る
駅
」
で
す
。

　

在
来
線
の
旧
渡
島
大
野
駅
を
１
０
０
m

程
度
、
函
館
側
に
移
動
し
て
、
新
幹
線
上

（4）
機
械
設
備
　

（5）
建
築
　

可動式ホーム柵

奥津軽いまべつ駅

木古内駅
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全般・台車検修場

着発収容庫

新函館北斗駅

北海道
新幹線

（本線
）

JR函館本線

札幌方

新青森方 仕業交番検査庫

車体検修場
車体塗装場

り
ホ
ー
ム
と
在
来
線
１
番
線
ホ
ー
ム
を
同

一
レ
ベ
ル
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
昇
降
設

備
を
用
い
る
こ
と
な
く
ホ
ー
ム
階
の
乗
換

改
札
で
新
幹
線
と
在
来
線
を
乗
り
換
え
ら

れ
る
構
造
と
し
、
乗
り
換
え
の
円
滑
化
を

図
っ
て
い
ま
す（
写
真
参
照
）。

　
函
館
新
幹
線
総
合
車
両
所
は
、
新
函
館

北
斗
駅
の
手
前
２
㎞
付
近
の
北
海
道
七
飯

町
に
位
置
し
、
仕
業
検
査
・
交
番
検
査
の

検
修
設
備
お
よ
び
台
車
検
査
・
全
般
検
査

の
工
場
機
能
を
有
す
る
総
合
車
両
基
地
で

あ
り
、
博
多
総
合
車
両
所
、
新
幹
線
総
合

車
両
セ
ン
タ
ー
（
仙
台
）、
熊
本
総
合
車
両

敷地面積 約 31 万㎡
建設面積 約 8 万㎡

線路設備 新函館北斗
開業時 札幌開業時

着発収容線 4 線 12 線
仕業検査線 1 線 1 線
交番検査線 2 線 2 線
台車振替線 1 線 1 線
全般検査線 1 線 1 線
車輪転削線 1 線 1 線

引上線 2 線 2 線
臨修線 1 線 1 線
融雪線 1 線 1 線

総合試験車留置線 ─ 1 線

■基地諸元

■線路各施設

（6）
函
館
新
幹
線
総
合
車
両
所
　

所
、
白
山
総
合
車
両
所
に
次
ぐ
、
新
幹
線

で
は
全
国
で
五
つ
目
の
総
合
車
両
基
地
と

な
り
ま
す
。
新
函
館
北
斗
駅
か
ら
木
古
内

方
面
へ
の
新
幹
線
高
架
橋
と
Ｊ
Ｒ
函
館
本

線
に
は
さ
ま
れ
た
場
所
に
位
置
し
、
全
体

で
約
31
万
㎡（
札
幌
ド
ー
ム
約
５・６
個
分
）

も
の
広
さ
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
鉄
道
車
両
は
、
国
土
交
通
省
が
定
め
た

「
鉄
道
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る

省
令
」
に
基
づ
き
、
定
期
的
な
点
検
を
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
省
令
に
基
づ
き

実
施
す
る
各
種
検
査
と
修
繕
を
行
う
た
め

に
必
要
な
さ
ま
ざ
ま
な
機
械
類
が
整
備
さ

れ
て
い
る
の
が
、
函
館
新
幹
線
総
合
車
両

所
で
す（
写
真
参
照
）。

①
仕
業
検
査

　
２
日
に
１
回
実
施
さ
れ
る
仕
業
検
査
で

表 2　函館新幹線総合車両所の諸元

新函館北斗駅

函館新幹線総合車両所全景

            特集　待望の北海道新幹線（新青森・新函館北斗間）が開業
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は
、
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
や
台
車
車
輪
ま
わ
り

を
中
心
と
し
た
部
品
の
点
検
、
各
機
器
の

状
態
や
動
作
の
確
認
を
実
施
し
ま
す
。

②
交
番
検
査

　
交
番
検
査
は
30
日
ま
た
は
走
行
距
離
が

３
万
㎞
ご
と
に
実
施
さ
れ
、
パ
ン
タ
グ
ラ

フ
、
電
気
制
御
装
置
、
ド
ア
開
閉
装
置
、

駆
動
・
ブ
レ
ー
キ
装
置
、
Ａ
Ｔ
Ｃ
（
自
動

列
車
制
御
装
置
）等
に
つ
い
て
機
器
カ
バ
ー

を
取
り
外
し
て
機
器
内
部
の
状
態
や
機
能

確
認
を
実
施
す
る
検
査
で
す
。

③
台
車
検
査

　

18
カ
月
ま
た
は
走
行
距
離
が
60
万
㎞
ご

と
に
実
施
さ
れ
る
の
が
台
車
検
査
で
あ
り
、

台
車
振
替
線
で
着
脱
し
た
台
車
を
、
台
車

検
査
場
に
て
検
査
を
行
い
ま
す
。
車
軸
ま

わ
り
の
検
査
は
特
に
重
要
で
、
超
音
波
に

よ
る
探
傷
、
磁
粉
に
よ
る
探
傷
を
実
施
し

ま
す
。

④
全
般
検
査

　

36
カ
月
ま
た
は
走
行
距
離
が
１
２
０
万

㎞
ご
と
に
実
施
さ
れ
、
台
車
に
つ
い
て
は

台
車
検
修
場
で
、
車
体
に
つ
い
て
は
車
体

検
修
場
で
検
査
を
行
い
ま
す
。

　

全
般
検
査
は
細
部
に
わ
た
る
検
査
で
あ

り
、
機
器
の
動
作
確
認
試
験
や
Ａ
Ｔ
Ｃ
の

機
能
検
査
も
行
う
こ
と
か
ら
、
い
わ
ゆ
る

〝
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
〟
に
相
当
し
、
こ
の
全

般
検
査
を
経
た
車
両
は
新
車
さ
な
が
ら
の

状
態
と
な
り
ま
す
。

⑤
臨
時
修
繕
・
車
輪
転
削

　

車
両
の
故
障
状
況
に
応
じ
て
、
台
車
や

床
下
機
器
、
屋
根
上
機
器
等
の
交
換
や
修

繕
を
行
い
ま
す（
写
真
参
照
）。

　
ま
た
、
車
輪
の
摩
耗
状
況
に
よ
り
列
車

の
編
成
の
ま
ま
で
車
輪
削
正
を
行
い
ま
す
。

　
新
青
森
・
新
函
館
北
斗
間
は
、
10
年
確

率
の
最
大
積
雪
深
が
１・
６
m
近
く
に
達

し
、
冬
期
の
平
均
気
温
は
０
℃
未
満
で
最

低
気
温
も
マ
イ
ナ
ス
20
℃
近
く
に
及
ぶ
積

雪
・
寒
冷
地
を
走
行
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、

明
か
り
区
間
（
ト
ン
ネ
ル
以
外
の
周
囲
が

ひ
ら
け
た
区
間
）
に
お
い
て
雪
害
対
策
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
積
雪
深
お
よ

び
周
辺
環
境
を
考
慮
し
て
、
雪
害
対
策
を

使
い
分
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
列
車
運
行

に
大
き
く
影
響
す
る
分
岐
器
不
転
換
の
対

策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
貯
雪
方
式

　

貯
雪
方
式
は
、
軌
道
上
に
積
も
っ
た
雪

を
走
行
す
る
列
車
に
よ
り
脇
に
は
じ
き
飛

ば
し
、
両
側
の
通
路
部
と
上
下
線
間
に
雪

を
貯
め
る
構
造
で
す
。
路
盤
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
厚
さ
を
変
え
る
こ
と
で
地
域
ご
と
の

積
雪
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
路
盤

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
厚
さ
は
保
守
の
面
か
ら

限
度
が
あ
り
、
積
雪
量
の
多
い
本
州
方
で

は
、
最
大
厚
さ
の
路
盤
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

採
用
し
て
も
貯
雪
断
面
が
不
足
す
る
た
め
、

防
音
壁
先
端
に
覆
い
を
付
け
、
線
路
内
へ

の
降
雪
を
低
減
さ
せ
る
半
雪
覆
構
造
と
し

て
い
ま
す（
写
真
参
照
）。

②
開
床
方
式

　
開
床
方
式
は
、
新
幹
線
走
行
に
伴
う
騒

音
規
制
が
適
用
さ
れ
な
い
地
域
に
採
用
し

て
お
り
、
従
来
の
ス
ラ
ブ
部
分
を
開
口
す

る
こ
と
で
、
降
雪
や
列
車
走
行
時
の
排
雪

を
高
架
橋
下
に
落
と
す
構
造
で
す
。
こ
の

た
め
、
貯
雪
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
必
要

が
な
く
、
路
盤
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
薄
く
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
開
口
部
に

は
安
全
対
策
の
た
め
グ
レ
ー
チ
ン
グ
を
敷

設
し
て
い
ま
す（
写
真
参
照
）。

③
散
水
消
雪
方
式

　
散
水
消
雪
方
式
は
、
東
北
新
幹
線
と
の

接
続
部
約
１
９
０
m
で
採
用
し
て
い
ま
す
。

河
川
か
ら
取
水
し
た
水
を
加
熱
・
散
水
し
、

回
収
・
再
利
用
す
る
加
熱
循
環
方
式
と
す

る
こ
と
で
、
河
川
か
ら
の
取
水
量
を
極
力

台車抜取装置

貯雪式高架橋（半雪覆型）

（7）
雪
害
対
策
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抑
え
て
い
ま
す（
写
真
参
照
）。

④
分
岐
器
不
転
換
対
策

　

積
雪
・
寒
冷
地
で
発
生
す
る
分
岐
器
の

不
転
換
は
、
降
雪
お
よ
び
列
車
走
行
に
伴

う
持
込
雪
や
落
氷
雪
が
分
岐
器
の
可
動
部

に
挟
ま
る
こ
と
、
ま
た
凍
結
す
る
こ
と
な

ど
が
主
な
原
因
で
す
。
北
海
道
新
幹
線
は
、

こ
れ
ま
で
の
新
幹
線
よ
り
気
象
状
況
が
厳

し
い
こ
と
か
ら
、
実
物
大
の
試
験
設
備
に

よ
る
各
種
試
験
を
実
施
し
、
新
た
な
対
策

を
構
築
し
ま
し
た
。

・
ピ
ッ
ト
構
造

　
分
岐
器
部
分
へ
の
降
雪
と
持
込
雪
の
対

策
は
、
北
海
道
内
の
在
来
線
で
有
効
性
が

実
証
さ
れ
て
い
る
ピ
ッ
ト
構
造
を
新
幹
線

に
採
用
し
ま
し
た
。
こ
の
構
造
は
マ
ク
ラ

ギ
下
に
空
間
を
作
り
、
そ
こ
に
持
込
雪
を

落
と
し
、
融
雪
マ
ッ
ト
で
消
雪
す
る
も
の

で
す（
写
真
参
照
）。

・
電
気
融
雪
器

　
分
岐
器
可
動
部
の
凍
結
対
策
と
し
て
は
、

直
接
加
熱
式
電
気
融
雪
器
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
極
寒
地
区
で
あ
る
た
め
、
従
来

の
床
板
加
熱
式
ヒ
ー
タ
ー
に
加
え
、
新
幹

線
の
本
線
で
は
初
め
て
ポ
イ
ン
ト
先
端
部

に
基
本
レ
ー
ル
加
熱
式
ヒ
ー
タ
ー
を
設
備

し
ま
し
た
。

・
空
気
式
急
速
除
雪
装
置
（
エ
ア
ジ
ェ
ッ
ト
）

　

分
岐
器
の
可
動
部
分
に
挟
ま
っ
た
車
両

か
ら
の
落
氷
雪
の
除
去
は
、
従
来
の
温
水

ジ
ェ
ッ
ト
で
は
温
水
噴
射
後
の
飛
散
水
凍

結
で
他
設
備
に
影
響
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

空
気
式
急
速
除
雪
装
置
（
エ
ア
ジ
ェ
ッ
ト
）

を
採
用
し
ま
し
た
。
エ
ア
ジ
ェ
ッ
ト
は
可

動
部
分
に
挟
ま
っ
た
落
氷
雪
に
圧
縮
し
た

空
気
を
噴
射
し
除
去
す
る
も
の
で
、
新
幹

線
本
線
で
は
初
め
て
の
採
用
と
な
り
ま
す

（
写
真
参
照
）。

ダクトノズル

基本レール

トングレール

融雪マット

ピット構造

エアジェット

開床式高架橋

散水消雪方式（散水状況）

お
わ
り
に

　
北
海
道
新
幹
線
（
新
青
森
・
新
函
館
北

斗
間
）
は
、
鉄
道
・
運
輸
機
構
の
技
術
力

を
結
集
し
て
作
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
開

業
に
よ
り
、
関
東
・
東
北
圏
な
ど
と
北
海

道
を
直
結
す
る
高
速
交
通
体
系
の
主
骨
格

と
し
て
地
域
・
国
土
の
発
展
に
大
き
く
寄

与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
開
業
後

も
引
き
続
き
、
環
境
対
策
等
の
工
事
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
新
函
館
北
斗
・
札
幌

間
の
建
設
を
着
実
に
進
め
て
い
く
所
存
で

す
。

            特集　待望の北海道新幹線（新青森・新函館北斗間）が開業
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❷ 

都
市
鉄
道
利
便
増
進
事
業
等

　
神
奈
川
東
部
方
面
線
（
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
、
相

鉄
・
東
急
直
通
線
）
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
の

連
携
・
調
整
お
よ
び
用
地
取
得
を
進
め
る
と
と
も
に
、

羽
沢
駅
（
仮
称
）、新
横
浜
駅
（
仮
称
）、新
綱
島
駅
（
仮

称
）、
羽
沢
ト
ン
ネ
ル
、
新
横
浜
ト
ン
ネ
ル
等
の
工
事

を
着
実
に
推
進
す
る
。

　

民
鉄
線
工
事
の
小
田
急
小
田
原
線
に
つ
い
て
は
、

安
全
か
つ
着
実
な
事
業
の
推
進
の
た
め
、
工
程
調
整

等
関
係
機
関
と
の
連
携
・
調
整
を
図
り
な
が
ら
、
必

要
な
予
算
確
保
等
の
処
置
を
講
じ
、
工
事
完
成
予
定

時
期
を
踏
ま
え
、
着
実
に
推
進
す
る
。

　
❸ 

鉄
道
建
設
業
務
に
関
す
る
技
術
力
を
活
用
し
た

受
託
業
務
等
の
支
援

　
受
託
工
事
各
線
に
つ
い
て
、
所
定
の
工
期
内
で
完

成
で
き
る
よ
う
着
実
な
進
捗
を
図
る
。

　
特
に
、
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
に
つ
い
て
は
、
連
続
立
体

交
差
事
業
に
伴
う
高
架
化
工
事
を
着
実
に
推
進
す

る
。

　
中
央
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
の
連
携・

調
整
を
行
う
。

　
ま
た
、
鉄
道
事
業
者
、
地
方
公
共
団
体
等
か
ら
の

要
請
に
対
応
し
、
鉄
道
整
備
の
計
画
に
関
す
る
調
査

を
実
施
す
る
。

　
な
お
、
新
た
な
工
事
の
受
託
要
請
が
あ
っ
た
場
合

は
、
外
部
有
識
者
か
ら
な
る
「
鉄
道
工
事
受
託
審
議

　平成 28 年度計画は、独立行政法人通則法の規定に基づき、国土交通大臣から指示を受けた「第３
期中期目標（期間：平成 25 ～29 年度）」を達成するために作成した「第３期中期計画」を実施するに
当たって、平成 28 年度の業務運営に関する計画を定めたもので、年度開始前に国土交通大臣に届け
出るとともに、当機構のホームページにおいて公表しております。

（平成 28 年度計画 http://www.jrtt.go.jp/01Organization/Plan/pdf/h28keikaku.pdf）

　以下、平成 28 年度計画の主な内容について紹介させていただきます。

平成28年度計画について
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平
成
28
年
度
計
画
の
主
な
内
容

CLOSE-UP鉄道・運輸機構の取り組み▶

　
鉄
道
建
設
等
業
務

❶ 

整
備
新
幹
線
整
備
事
業

　
建
設
中
の
新
幹
線
の
各
線
に
つ
い
て
、
工
事
完
成

予
定
時
期
を
踏
ま
え
、
事
業
の
着
実
な
進
捗
を
図
る
。

　
北
海
道
新
幹
線
（
新
函
館
北
斗
・
札
幌
間
）
に
つ

い
て
は
、
用
地
取
得
を
進
め
る
と
と
も
に
、
工
事
実

施
に
向
け
た
準
備
お
よ
び
ト
ン
ネ
ル
の
路
盤
工
事
を

着
実
に
推
進
す
る
。

　
北
陸
新
幹
線
（
金
沢
・
敦
賀
間
）
お
よ
び
九
州
新

幹
線
（
武
雄
温
泉
・
長
崎
間
）
に
つ
い
て
は
、
用
地

取
得
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ト
ン
ネ
ル
、
橋
り
ょ
う
、

高
架
橋
等
の
路
盤
工
事
を
着
実
に
推
進
す
る
。

九州新幹線（武雄温泉・長崎間）「建設が進む袴野橋りょう他工区」

神奈川東部方面線（相鉄・東急直通線）「建設が進む新綱島駅（仮
称）構築状況」



えちぜん鉄道線「仮線工事完了後の福井駅付近」

仙台市地下鉄 東西線 （平成 27 年 12 月開業）
地下高速鉄道整備事業費補助（写真提供：仙台市）

委
員
会
」
に
お
い
て
審
議
し
、
同
委
員
会
の
意
見
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
受
託
の
可
否
に
つ
い
て
決
定
す
る
。

　
鉄
道
施
設
の
保
全
・
改
修
、
交
通
計
画
策
定
等
に

関
す
る
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
鉄
道
ホ
ー
ム
ド
ク
タ
ー

制
度
と
し
て
、
鉄
道
構
造
物
の
補
修
等
に
係
る
ア
ド

バ
イ
ス
、
地
域
に
お
け
る
交
通
計
画
の
検
討
、
分
析
、

評
価
等
に
資
す
る
機
構
の
支
援
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｒ
Ａ

Ｐ
Ｅ
）
を
活
用
し
た
支
援
等
を
適
切
か
つ
き
め
細
や

か
に
実
施
す
る
。

❹ 

鉄
道
建
設
に
係
る
業
務
の
質
の
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み

　
工
事
の
検
査
を
充
実
さ
せ
る
対
策
を
進
め
る
と
と

も
に
、
構
造
物
の
品
質
を
確
保
し
つ
つ
、
施
工
性
、

経
済
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
各
種
技
術
基
準
類
の

整
備
に
係
る
作
業
を
進
め
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
講

習
会
等
を
通
じ
て
関
係
者
に
周
知
・
徹
底
す
る
。

　

鉄
道
建
設
工
事
の
進
捗
を
踏
ま
え
、
技
術
開
発

テ
ー
マ
の
抽
出
か
ら
成
果
の
活
用
に
至
る
ま
で
一
貫

し
て
推
進
す
る
た
め
、
土
木
、
軌
道
、
機
械
、
建
築
、

電
気
の
業
務
分
野
ご
と
に
設
置
し
て
い
る
分
科
会
に

お
い
て
、
各
路
線
に
係
る
ニ
ー
ズ
に
基
づ
き
計
画
的

に
技
術
開
発
を
推
進
す
る
。
ま
た
、
そ
の
成
果
の
一

層
の
活
用
を
図
る
た
め
、
技
術
開
発
が
完
了
し
た

テ
ー
マ
に
つ
い
て
継
続
的
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
す
る
。

さ
ら
に
、
土
木
学
会
等
の
委
員
会
へ
の
積
極
的
な
参

加
に
加
え
、
技
術
開
発
し
た
成
果
を
こ
れ
ら
の
学
会

等
、
本
社
に
お
け
る
技
術
研
究
会
お
よ
び
支
社
局
に

お
け
る
業
務
研
究
発
表
会
を
通
じ
て
公
表
す
る
。

　
国
の
公
共
事
業
コ
ス
ト
構
造
改
善
の
状
況
お
よ
び

趣
旨
を
踏
ま
え
つ
つ
、
総
合
的
な
コ
ス
ト
構
造
改
善

を
推
進
す
る
た
め
、
技
術
開
発
等
に
よ
り
、
一
層
の
鉄

道
建
設
コ
ス
ト
縮
減
に
努
め
る
と
と
も
に
、
コ
ス
ト
構

造
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会
議
を
開
催
し
、
工

事
の
計
画
・
設
計
か
ら
実
施
段
階
に
お
い
て
、
コ
ス

ト
縮
減
に
資
す
る
具
体
的
施
策
を
着
実
に
実
施
す
る
。

ま
た
、
鉄
道
建
設
に
係
る
コ
ス
ト
縮
減
の
実
施
状
況

お
よ
び
そ
の
効
果
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に

お
い
て
国
民
に
わ
か
り
や
す
い
形
で
公
表
す
る
。

　
工
事
関
係
事
故
防
止
に
係
る
啓
発
活
動
に
つ
い
て

は
、
発
生
し
た
事
故
の
種
別
や
原
因
を
分
析
の
上
、

事
故
防
止
対
策
委
員
会
に
よ
り
審
議
し
、
再
発
防
止

に
資
す
る
事
項
を
工
事
関
係
事
故
防
止
の
重
点
実
施

項
目
に
盛
り
込
み
、
こ
れ
ら
の
取
組
状
況
を
事
故
防

止
監
査
に
よ
り
確
認
す
る
。

❺ 

我
が
国
鉄
道
技
術
の
海
外
展
開
に
向
け
た
取
り
組

み
に
対
す
る
技
術
協
力

　
国
等
が
進
め
る
我
が
国
鉄
道
技
術
の
海
外
展
開
に

協
力
す
る
た
め
、
国
土
交
通
省
等
の
関
係
機
関
と
の

連
携
を
図
り
つ
つ
、
海
外
へ
の
専
門
家
派
遣
や
各
国

の
研
修
員
等
の
受
け
入
れ
を
実
施
し
、
海
外
鉄
道
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
技
術
協
力
を
実
施
す
る
。
特
に
、

イ
ン
ド
高
速
鉄
道
計
画
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
高
速
鉄
道

計
画
、
タ
イ
高
速
鉄
道
計
画
等
、
各
国
の
高
速
鉄
道

計
画
・
構
想
に
対
す
る
技
術
協
力
を
実
施
す
る
。

　
　
鉄
道
助
成
業
務　

　
勘
定
間
繰
入
・
繰
戻
お
よ
び
補
助
金
交
付
業
務
等

を
誤
処
理
な
く
適
正
に
執
行
す
る
と
の
観
点
か
ら
、

受
け
払
い
確
認
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
標
準
処
理

期
間
を
遵
守
す
る
。
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「フェリーびざん」〔先進二酸化炭素低減化船（CO2 排出量16％以上削減）〕
 

CLOSE-UP鉄道・運輸機構の取り組み▶

　

ま
た
、「
鉄
道
助
成
業
務
の
審
査
等
に
関
す
る
第

三
者
委
員
会
」
を
年
２
回
開
催
し
、
こ
の
委
員
会
か

ら
の
改
善
意
見
を
１
年
以
内
に
業
務
運
営
に
反
映
さ

せ
る
。

　
さ
ら
に
、
助
成
制
度
に
対
す
る
鉄
道
事
業
者
等
の

理
解
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
助
成
対
象
事
業
の
効

果
的
な
実
施
に
資
す
る
た
め
、
鉄
道
事
業
者
等
を
取

り
巻
く
情
勢
等
に
関
す
る
情
報
の
収
集
・
分
析
を
行

い
、
そ
の
成
果
を
鉄
道
事
業
者
等
に
対
し
て
提
供
す

る
等
の
支
援
活
動
を
行
う
。

　
新
幹
線
譲
渡
代
金
、
無
利
子
貸
付
資
金
に
つ
い
て
、

約
定
等
に
基
づ
く
確
実
な
回
収
を
図
る
と
と
も
に
、

既
設
四
新
幹
線
に
係
る
債
務
等
に
つ
い
て
、
約
定
等

に
沿
っ
た
償
還
を
行
う
。

　
船
舶
共
有
建
造
等
業
務

❶ 

船
舶
共
有
建
造
業
務
を
通
じ
た
政
策
効
果
の
よ

り
高
い
船
舶
の
代
替
建
造
促
進

　
代
替
建
造
の
促
進
に
つ
い
て
は
、
環
境
対
策
、
物

流
の
効
率
化
、
少
子
高
齢
化
対
策
や
離
島
航
路
の
整

備
対
策
等
の
国
内
海
運
政
策
の
実
現
に
寄
与
す
る
た

め
に
政
策
意
義
の
高
い
船
舶
の
建
造
を
推
進
す
る
。

　
特
に
、
環
境
負
荷
低
減
等
に
資
す
る
た
め
、
環
境

に
や
さ
し
い
船
舶
〔
ス
ー
パ
ー
エ
コ
シ
ッ
プ
、
先
進

二
酸
化
炭
素
低
減
化
船
、
高
度
二
酸
化
炭
素
低
減
化

船
、
フ
ル
ダ
ブ
ル
ハ
ル
タ
ン
カ
ー
（
海
洋
汚
染
防
止

対
策
船
）
等
〕
に
つ
い
て
は
、
政
策
効
果
の
よ
り
高

い
船
舶
の
建
造
隻
数
比
率
を
90
％
以
上
と
す
る
。

　
ま
た
、
海
運
事
業
者
や
荷
主
に
対
し
、
ス
ー
パ
ー

エ
コ
シ
ッ
プ
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
に
や
さ
し
い
船

舶
に
つ
い
て
、
セ
ミ
ナ
ー
等
を
通
じ
て
効
果
・
利
点

を
わ
か
り
や
す
く
適
切
に
周
知
・
説
明
す
る
と
と
も

に
、
設
計
段
階
か
ら
技
術
支
援
を
重
点
的
に
行
う
。

❷ 

船
舶
建
造
等
に
お
け
る
技
術
支
援
　
　

　
計
画
・
設
計
・
建
造
段
階
で
の
技
術
支
援
を
的
確

に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
就
航
後
の
技
術
支
援
の
充

実
を
図
る
。
特
に
、
ス
ー
パ
ー
エ
コ
シ
ッ
プ
、
先
進

二
酸
化
炭
素
低
減
化
船
、
技
術
力
の
乏
し
い
自
治
体

等
が
建
造
す
る
旅
客
船
に
つ
い
て
は
、
重
点
的
に
技

術
支
援
を
行
う
。

　
ま
た
、
事
業
者
・
有
識
者
の
意
見
を
も
と
に
選
定

し
た
技
術
調
査
を
実
施
す
る
。

❸ 

船
舶
共
有
建
造
業
務
に
お
け
る
財
務
内
容
の
改

善

　
適
正
か
つ
厳
格
な
審
査
実
施
に
よ
る
新
規
未
収
金

の
発
生
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

へ
の
関
与
要
請
、
経
営
悪
化
事
業
者
へ
の
経
営
改
善

指
導
、
未
収
発
生
事
業
者
へ
の
支
払
増
額
要
請
等
、

き
め
細
か
な
債
権
管
理
に
よ
る
回
収
の
強
化
を
図

る
。

　
中
期
目
標
に
お
け
る
目
標
値
で
あ
る
未
収
発
生
率

１・
３
％
以
下
、
中
期
目
標
期
間
終
了
時
の
未
収
金

残
高
31
億
円
以
下
を
達
成
す
る
た
め
、
未
収
金
の
発

生
防
止
・
回
収
促
進
等
を
図
る
た
め
の
措
置
を
講
ず

る
。

　
ま
た
、
適
正
な
事
業
金
利
の
設
定
お
よ
び
政
策
課

題
の
実
行
等
に
留
意
し
つ
つ
財
務
改
善
策
を
一
層
推

進
す
る
。
こ
の
た
め
、
平
成
25
年
度
に
策
定
し
た
繰

越
欠
損
金
削
減
計
画
に
基
づ
き
適
切
な
事
業
量
の
確

保
や
、
未
収
金
の
発
生
防
止
、
債
権
管
理
お
よ
び
債

権
回
収
の
強
化
を
実
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、
繰
越
欠

損
金
の
縮
減
を
図
る
。

　
地
域
公
共
交
通
出
資
等
業
務

　
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法

律
（
平
成
19
年
法
律
第
59
号
）
第
29
条
の
２
の
規
定

に
基
づ
き
、
認
定
軌
道
運
送
高
度
化
事
業
等
の
実
施

に
必
要
な
資
金
の
出
資
お
よ
び
貸
し
付
け（
以
下「
出

資
等
」
と
い
う
）
を
行
う
。

　
本
業
務
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
国
土
交
通
大
臣

の
認
可
を
受
け
た
業
務
基
準
に
従
い
、
出
資
等
を
行
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梅田駅（北）2 期開発区域

以
上
の
文
章
は
、
平
成
28
年
度
計
画
の
文
章
を
抜
粋
の
上
、

企
画
調
査
部
企
画
課
に
お
い
て
一
部
要
約
（
簡
略
化
）
し
て

お
り
ま
す
。

う
か
否
か
の
決
定
に
際
し
、
当
該
リ
ス
ク
を
適
切
に

評
価
し
、
中
長
期
的
な
収
益
性
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

等
を
確
認
す
る
。

　
ま
た
、
出
資
等
を
行
っ
た
事
業
の
進
捗
状
況
を
適

切
に
把
握
・
評
価
し
つ
つ
、
出
資
等
資
金
の
効
率
的

使
用
お
よ
び
適
切
な
回
収
を
図
る
。

　
こ
れ
ら
に
よ
り
、
出
資
等
資
金
の
毀
損
ゼ
ロ
を
目

指
す
。

　
特
例
業
務
（
国
鉄
清
算
業
務
）

❶ 

年
金
費
用
等
の
支
払
い
お
よ
び
資
産
処
分
の
円

滑
な
実
施
等

　
旧
国
鉄
職
員
の
恩
給
お
よ
び
年
金
の
給
付
に
要
す

る
費
用
、
旧
国
鉄
時
代
に
発
生
し
た
業
務
災
害
に
係

る
業
務
災
害
補
償
費
等
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
資
金

管
理
を
行
い
つ
つ
、
円
滑
か
つ
確
実
に
支
払
い
を
実

施
す
る
。

　
ま
た
、
都
市
計
画
事
業
の
工
程
等
に
よ
り
や
む
を

得
ず
処
分
で
き
て
い
な
い
残
存
の
土
地
の
う
ち
、
長

町
駅
38
街
区
の
土
地
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
の

協
議
・
調
整
を
進
め
る
と
と
も
に
、
処
分
に
向
け
た

準
備
を
進
め
る
。
梅
田
駅（
北
）の
土
地
に
つ
い
て
は
、

土
地
売
買
契
約
に
基
づ
き
処
分
を
進
め
る
。

　

九
州
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
の
株
式
に
つ
い
て
は
、

株
式
市
場
の
状
況
、
経
済
の
動
向
、
経
済
財
政
政
策

と
の
整
合
性
等
に
も
留
意
し
つ
つ
、
適
切
に
売
却
を

図
る
。

　
な
お
、
北
海
道
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
、
四
国
旅
客

鉄
道
株
式
会
社
お
よ
び
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社
の

株
式
に
つ
い
て
は
、
国
等
の
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
つ
つ
、
各
社
の
今
後
の
経
営
状
況
の
推
移
等
を
見

極
め
な
が
ら
、
適
切
な
処
分
方
法
の
検
討
等
を
行
う
。

❷ 

旅
客
鉄
道
株
式
会
社
等
の
経
営
自
立
の
た
め
の

措
置
等

　
北
海
道
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
、
四
国
旅
客
鉄
道
株

式
会
社
お
よ
び
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社
に
対
し
、

以
下
の
支
援
措
置
を
実
施
す
る
。

・
老
朽
化
し
た
鉄
道
施
設
等
の
更
新
そ
の
他
会
社
の

経
営
基
盤
の
強
化
に
必
要
な
鉄
道
施
設
等
の
整
備
に

必
要
な
資
金
に
充
て
る
た
め
の
無
利
子
の
資
金
の
貸

し
付
け
ま
た
は
助
成
金
の
交
付

・
北
海
道
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
お
よ
び
四
国
旅
客
鉄

道
株
式
会
社
に
対
し
て
発
行
し
た
鉄
道
建
設
・
運
輸
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施
設
整
備
支
援
機
構
特
別
債
券
に
つ
い
て
、
国
土
交

通
大
臣
が
定
め
る
利
率
に
基
づ
く
利
子
の
支
払
い

　
ま
た
、
並
行
在
来
線
の
支
援
の
た
め
の
貨
物
調
整

金
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
、
特
例
業
務
勘
定

に
係
る
業
務
の
運
営
に
支
障
の
な
い
範
囲
内
の
金
額

と
し
て
国
土
交
通
大
臣
の
承
認
を
受
け
た
金
額
に
つ

い
て
、
特
例
業
務
勘
定
か
ら
建
設
勘
定
へ
の
繰
り
入

れ
を
実
施
す
る
。

　
機
構
の
業
務
の

　
適
切
な
実
施
の
た
め
の
取
り
組
み

　
北
陸
新
幹
線
の
融
雪
・
消
雪
基
地
機
械
設
備
工
事

の
入
札
に
お
け
る
情
報
漏
え
い
事
案
等
の
反
省
に
立

ち
、
調
査
報
告
書
（
平
成
26
年
９
月
26
日
機
構
公

表
）
に
あ
る
再
発
防
止
対
策
の
内
容
に
沿
っ
て
、
国

の
動
向
や
他
の
独
立
行
政
法
人
の
取
り
組
み
も
参
考

に
し
、
理
事
長
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
、
入

札
・
契
約
監
視
機
能
お
よ
び
入
札
契
約
手
続
き
の
適

正
な
運
用
、
情
報
管
理
の
徹
底
等
を
行
い
、
引
き
続

き
入
札
談
合
等
関
与
行
為
等
の
再
発
防
止
に
徹
底
的

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
機
構
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
や
中

期
目
標
の
達
成
を
阻
害
す
る
要
因（
リ
ス
ク
）の
把
握・

対
応
を
行
う
ほ
か
、
研
修
の
開
催
等
を
通
じ
て
、
業

務
の
適
正
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
を
整
備
し
、
内

部
統
制
の
充
実
・
強
化
を
図
る
。



平
成
28
年
５
月
17
日
、
大
分
県
佐
伯
市
で
共
有
船
と
し
て
建
造
中
で
あ
っ
た

大
型
フ
ェ
リ
ー
「
フ
ェ
リ
ー
し
ま
ん
と
」
が
竣
工
し
た
。

一
般
の
方
々
に
と
っ
て
目
の
触
れ
る
こ
と
が
少
な
い
船
が
ど
の
よ
う
に
建
造
さ
れ
る
の
か
を
、

本
船
の
建
造
過
程
を
振
り
返
り
な
が
ら

紹
介
し
て
い
こ
う
。

主機関の積み込み。写真
では小さく見えるが、重量
310トン、長さ10 ｍ、高
さ９ｍもある

▶▶大型フェリーができるまで
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◆
本
船
の
あ
ら
ま
し

　
ま
ず
「
フ
ェ
リ
ー
し
ま
ん
と
」
の
概
要
を
解
説
し

て
お
こ
う
。
左
上
の
「
主
要
目
」
を
ご
ら
ん
い
た
だ

き
た
い
。
全
長
１
９
０
ｍ
も
あ
る
の
で
、
い
わ
ば
40

階
建
て
ほ
ど
の
ビ
ル
を
横
倒
し
に
し
た
く
ら
い
の
大

き
さ
だ
。
総
ト
ン
数
も
１
万
２
６
０
０
ト
ン
余
り
で
、

内
航
業
界
で
最
も
一
般
的
な
貨
物
船
が
４
９
９
総
ト

ン
（
注
１
）
だ
か
ら
、
内
航
船
と
し
て
は
相
当
大
き
い

船
だ
。

（
注
１
）
総
ト
ン
数
は
重
さ
の
単
位
で
は
な
く
、
船
の
容
積
を
表
す
数
値

で
１
ト
ン
＝
１
０
０
立
方
フ
ィ
ー
ト
。

　
運
航
は
共
有
船
主
で
あ
る
オ
ー
シ
ャ
ン
ト
ラ
ン
ス

株
式
会
社
で
、
東
京
〜
徳
島
〜
北
九
州
の
間
を
毎
日

上
下
各
１
便
運
航
し
て
い
る
。
東
京
〜
北
九
州
間
は

足
掛
け
２
日
か
か
る
の
で
、全
部
で
４
隻
の
フ
ェ
リ
ー

が
必
要
と
な
る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
ま
で
使
用
し
て
き

た
船
の
老
朽
化
に
よ
り
代
替
建
造
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
だ
。「
フ
ェ
リ
ー
し
ま
ん
と
」
は
今
回
建
造
さ
れ

る
同
型
船
４
隻
の
２
隻
目
で
、１
隻
目
の
「
フ
ェ
リ
ー

び
ざ
ん
」
は
一
足
前
の
平
成
28
年
１
月
に
就
航
し
て

い
る
。

　
４
隻
の
フ
ェ
リ
ー
は
尾
道
造
船
株
式
会
社
が
主
契

約
社
と
な
っ
て
、
同
社
傘
下
の
佐
伯
重
工
業
株
式
会

社
で
建
造
さ
れ
て
お
り
、
４
隻
の
う
ち
最
初
の
２
隻

が
鉄
道
・
運
輸
機
構
と
の
共
有
建
造
で
あ
る
。
な
お

４
隻
は
母
港
が
徳
島
で
あ
る
こ
と
に
ち
な
み
、
そ
れ

ぞ
れ
四
国
４
県
に
ち
な
ん
で
命
名
さ
れ
、
あ
と
の
２

隻
は
「
フ
ェ
リ
ー
ど
う
ご
」、「
フ
ェ
リ
ー
り
つ
り
ん
」

水槽試験の模様。模型船を曳引して船体抵抗
を測る。写真（上）は船首部分、写真（下）は
船尾部分

と
命
名
さ
れ
る
。

◆
基
本
計
画

　

最
近
の
貨
物
量
の
増
大
や
貨
物
寸
法
の
変
化
に

対
応
し
て
、
代
替
さ
れ
る
既
存
船
に
比
べ
て
載
貨
重

量
（
積
載
可
能
重
量
）
を
４
０
０
０
か
ら
７
０
０
０

ト
ン
と
大
幅
に
増
や
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
車
両
搭
載

能
力
も
ア
ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
に
計
画
さ
れ
た
。

主
機
関
に
は
低
速
（
注
２
）
２
サ
イ
ク
ル
の
デ
ィ
ー
ゼ

ル
機
関
を
採
用
し
た
が
、
こ
の
形
式
は
燃
費
率
が
良

い
反
面
、
大
き
く
て
背
が
高
い
た
め
、
車
両
甲
板
と

の
取
り
合
い
の
関
係
上
フ
ェ
リ
ー
で
は
採
用
し
づ
ら

か
っ
た
。
本
船
の
サ
イ
ズ
だ
か
ら
こ
そ
採
用
で
き
た

と
い
え
る
。
ま
た
、
フ
ェ
リ
ー
に
多
い
主
機
関
２
基

／
プ
ロ
ペ
ラ
２
基
で
は
な
く
、
主
機
関
１
基
／
プ
ロ

ペ
ラ
１
基
の
船
型
を
採
用
し
、
省
エ
ネ
性
能
を
追
及

し
て
い
る
。

（
注
２
）
１
分
当
た
り
回
転
数
が
１
０
０
〜
３
０
０
の
機
関
を
低
速
と
呼

ぶ
。

◆
水
槽
試
験

　
省
エ
ネ
船
型
の
性
能
を
確
認
す
る
た
め
、
水
槽
試

験
が
実
施
さ
れ
た
。

　
計
画

「フェリーしまんと」の主要目
■全長：190.97 ｍ
■幅：27 ｍ
■高さ：約 35 ｍ　 船底からマスト頂上まで
■深さ：20.65 ｍ　主船体の船底からの高さ
■喫水：7.117 ｍ　満載時の水面から船底までの深さ
■総トン数：12,636トン　船の総容積（1トン＝100立方フィート）
■載貨重量：7,187トン　  最大積載重量
■軽荷重量：10,221トン　荷物ゼロの時の船の重さ
■主機関最大出力：15,705kW ＝ 21,360 馬力
■航海速力：22.4 ノット＝ 41.5km ／h
■試運転最大速力：25.32 ノット＝ 46.9km ／ h

▶▶大型フェリーができるまで
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◆
建
造
契
約
か
ら
詳
細
設
計
へ

　
建
造
契
約
が
締
結
さ
れ
る
の
は
基
本
的
な
設
計
を

済
ま
せ
た
段
階
で
あ
り
、
そ
の
後
に
各
部
分
の
詳
細

な
設
計
が
始
ま
る
。
本
船
の
場
合
、
基
本
設
計
ま
で

は
尾
道
造
船
が
、
詳
細
設
計
は
佐
伯
重
工
業
が
担
当

し
た
。

◆
船
台
建
造
と
ド
ッ
ク
建
造

　
船
の
建
造
は
大
別
し
て
、
海
に
向
か
っ
て
傾
斜
し

た
「
船
台
」
上
で
作
業
す
る
船
台
建
造
と
、
陸
を
掘

り
ぬ
い
て
作
っ
た
「
ド
ッ
ク
」
の
中
で
行
う
ド
ッ
ク

建
造
が
あ
る
。
例
え
ば
戦
艦
大
和
は
呉
の
海
軍
工
廠

で
ド
ッ
ク
建
造
、
戦
艦
武
蔵
は
三
菱
重
工
長
崎
造
船

所
の
船
台
で
建
造
さ
れ
た
。
佐
伯
重
工
業
は
船
台
建

造
で
あ
る
が
、
こ
の
建
造
法
の
特
徴
は
ド
ッ
ク
よ
り

も
設
備
投
資
が
少
な
く
て
済
む
一
方
、
船
台
の
傾
斜

を
常
に
考
慮
し
な
が
ら
建
造
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
点
で
あ
る
。

◆
ブ
ロ
ッ
ク
建
造
と
は

　
昔
は
、
船
台
上
で
船
底
の
骨
組
み
か
ら
作
り
始
め
、

骨
組
み
を
上
に
伸
ば
し
て
外
板
を
張
っ
て
い
く
や
り

方
が
取
ら
れ
て
い
た
。
今
で
も
木
造
ヨ
ッ
ト
な
ど
は

そ
の
や
り
方
で
造
ら
れ
る
が
、
こ
れ
で
は
す
べ
て
の

作
業
が
船
台
で
行
わ
れ
る
の
で
、
船
台
を
占
有
す
る

時
間
が
長
く
効
率
が
悪
い
。そ
こ
で
現
代
で
は
ブ
ロ
ッ

ク
建
造
と
呼
ば
れ
る
や
り
方
が
取
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
船
体
を
複
数
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
船

台
と
は
別
の
工
場
で
作
っ
て
お
き
、
順
番
に
船
台
に

持
っ
て
行
っ
て
組
み
立
て
る
方
法
で
あ
る
。
船
台
上

佐伯重工業の船台で建造中の「フェリーしまんと」。ブロックの継ぎ目がよくわかる

工場建屋内で平行して組み立て中のブロック群組み立て中の船首部分のブロック。ブロックは作
業の都合上、搭載まで上下逆さまに置かれるのが
普通だ

船台に搭載中のブロック。船体中央部付近の船底
近くの部分である

　
ブ
ロ
ッ
ク
建
造
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車両甲板ブロックの搭載。ブロックの前後を 2 台のクレーンで吊って慎重に定位置に納めていく

で
は
接
続
作
業
だ
け
で
済
む
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
は
ど
こ

で
作
っ
て
も
よ
い
の
で
一
度
に
複
数
が
作
れ
る
た
め
、

船
台
の
占
有
時
間
が
短
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
全
体

と
し
て
も
建
造
効
率
が
上
が
る
。
ブ
ロ
ッ
ク
の
大
き

さ
は
船
台
に
搭
載
す
る
時
の
ク
レ
ー
ン
の
能
力
で
決

ま
り
、
現
代
の
超
大
型
船
建
造
で
は
数
千
ト
ン
と
い

う
ブ
ロ
ッ
ク
も
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
。
佐
伯
重

工
業
の
場
合
、
２
０
０
ト
ン
程
度
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
搭

載
と
な
る
。

◆
加
工
→
小
組
→
中
組
→
大
組
→
総
組

　
造
船
所
に
納
入
さ
れ
た
素
材
の
鋼
板
や
型
鋼
（
注
３
）

は
、
Ｎ
Ｃ
加
工
機
で
決
め
ら
れ
た
形
に
切
断
さ
れ
る
。

船
の
場
合
、
船
体
が
三
次
元
曲
面
な
の
で
、
同
じ
形

の
部
材
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
プ
レ
ス
や
ガ
ス
加
熱

で
必
要
な
形
状
に
曲
げ
る
の
も
こ
の
段
階
だ
。

（
注
３
）
鉄
の
船
と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
厳
密
に
は
鉄
で
は
な

く
鋼
（
ハ
ガ
ネ
）
が
使
わ
れ
て
い
る
。
鉄
と
鋼
は
ど

ち
ら
も
鉄
元
素
を
主
体
と
す
る
が
、
炭
素
の
含
有
量

が
違
う
別
の
性
質
の
金
属
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
部
材
を
集
め
て
、
ま
ず
小
さ
な

部
品
を
作
っ
て
い
く
の
が
小こ

組ぐ
み

作
業
、
こ
の
部
品
を

組
み
立
て
て
、
部
分
的
な
骨
組
み
や
小
骨
の
付
い
た

大
き
な
板
な
ど
を
作
っ
て
い
く
の
が
中
ち
ゅ
う
ぐ
み組
作
業
だ
。

　
中
組
み
さ
れ
た
大
物
部
品
を
組
み
立
て
て
ブ
ロ
ッ

ク
の
形
に
す
る
作
業
を
大お
お
ぐ
み組

と
呼
ぶ
。こ
れ
で
ブ
ロ
ッ

ク
と
し
て
は
完
成
だ
が
、
さ
ら
に
複
数
の
ブ
ロ
ッ
ク

を
つ
な
い
で
搭
載
す
る
場
合
が
あ
り
、
こ
の
連
結
作

業
を
総そ
う
ぐ
み組
と
呼
ぶ
。

◆
船
台
搭
載
（
タ
ン
デ
ム
搭
載
）

　

完
成
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
は
船
台
に
搭
載
さ
れ
る
が
、

後
々
の
艤ぎ

装そ
う（
機
器
の
取
り
付
け
、配
管
や
配
線
な
ど
）

工
事
に
一
番
時
間
が
か
か
る
機
関
室
部
分
か
ら
始
め

る
の
が
普
通
だ
。
佐
伯
重
工
業
で
は
船
台
を
有
効
活

用
し
て
年
間
建
造
隻
数
を
増
や
す
目
的
で
、
前
の
船

切断された部材を組み立てて構造部品を作る小組
作業

中組作業中の車両甲板ブロックの一部。小組みさ
れた部品を集めて大きな部品を作っていく

中組みされた大物部品でブロックを組み立てる。
大組段階でやっとブロックの形が見えてくる

「フェリーしまんと」の前方に小さく見えるのが、タンデム搭載された 3 番船
「フェリーどうご」の機関室付近のブロック

▶▶大型フェリーができるまで
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が
進
水
す
る
前
か
ら
次
の
船
の

機
関
室
ブ
ロ
ッ
ク
の
搭
載
を
始

め
る
。
こ
れ
を
、
船
台
上
で
２

隻
の
船
が
前
後
（
タ
ン
デ
ム
状
）

に
並
ぶ
の
で
、
タ
ン
デ
ム
建
造

（
ま
た
は
タ
ン
デ
ム
搭
載
）
と
呼

ぶ
。「
フ
ェ
リ
ー
し
ま
ん
と
」
で

は
、
搭
載
開
始
か
ら
進
水
ま
で

約
６
カ
月
か
か
っ
た
。

◆
先
行
艤
装

　
昔
は
船
体
が
で
き
上
が
っ
て
か
ら
機
器
の
取
り
付

け
、
配
管
や
配
線
を
行
う
の
が
普
通
だ
っ
た
が
、
ブ

ロ
ッ
ク
建
造
で
は
ブ
ロ
ッ
ク
の
段
階
か
ら
艤
装
や
塗

装
の
作
業
を
始
め
る
。
こ
れ
を
先
行
艤
装
と
呼
ぶ
。

◆
進
水
と
は

　

船
体
を
初
め
て
水
に
浮
か
べ
る
作
業
を
「
進
水
」

と
呼
び
、
船
台
建
造
で
は
船
台
か
ら
滑
ら
せ
て
水
に

浮
か
べ
る
大
掛
か
り
な
作
業
に
な
る
。
巨
大
な
重
量

物
を
一
気
に
海
に
滑
ら
せ
る
進
水
は
華
や
か
な
の
で
、

こ
こ
で
進
水
式
が
行
わ
れ
る
。
一
方
、
ド
ッ
ク
建
造

で
は
、
進
水
は
単
に
ド
ッ
ク
に
水
を
入
れ
る
だ
け
な

の
で
、
派
手
な
式
は
行
わ
な
い
の
が
普
通
だ
。

◆
進
水
準
備

　
船
台
建
造
で
は
、
進
水
日
の
１
カ
月
前
く
ら
い
か

ら
進
水
準
備
作
業
が
始
ま
る
。
進
水
準
備
は
要
す
る

に
進
水
台
と
い
う
一
種
の
滑
り
台
を
設
置
し
、
建
造

中
に
船
体
を
支
え
て
い
た
盤
木
か
ら
進
水
台
に
船
体

の
重
量
を
移
す
作
業
だ
。

パイプや電路が先行艤装された船側部分
のブロック

横揺れを軽減するフィンスタビライザ。水中
に出した翼の角度を制御して揚力で横揺れ
を抑える

進水間近の船尾付近。ハイ・スキュー・プロ
ペラを採用しており、プロペラ翼がねじれて
見える

華やかな進水式。重さ１万トン近
くある船体が、船台から一気に滑
り降りて水に浮かぶ

本船のプロペラは直径 5.8 ｍあり、翼のひ
ねりを変えて推進力を制御する可変ピッチ
プロペラである

進水準備が整った進水台の船首付近。
進水中に船体が傾かないよう、船首と船
尾には仮支構（ポペット）が設けられる

　
進
水
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◆
進
水
式

　
平
成
27
年
11
月
16
日
、「
フ
ェ
リ
ー
し
ま
ん
と
」
は

進
水
の
日
を
迎
え
た
。
地
元
の
小
学
生
な
ど
も
招
待

さ
れ
た
華
や
か
な
式
が
行
わ
れ
た
が
、
重
量
１
万
ト

ン
に
近
い
巨
大
な
構
造
物
を
ト
ラ
ブ
ル
な
く
水
に
浮

か
べ
る
の
は
実
は
大
変
な
作
業
で
あ
る
。
実
際
、
動

か
な
か
っ
た
船
、式
の
前
に
勝
手
に
進
水
し
て
し
ま
っ

た
船
、
浮
か
ん
だ
は
よ
い
が
船
底
に
無
理
が
か
か
っ

て
損
傷
し
た
船
、
進
水
後
す
ぐ
に
転
覆
し
た
船
、
勢

い
余
っ
て
対
岸
に
衝
突
し
た
船
な
ど
、
事
故
の
例
は

多
い
。
だ
か
ら
こ
そ
無
事
に
浮
か
ば
せ
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
皆
で
お
祝
い
す
る
わ
け
だ
。
事
故
を
防
ぐ
た

め
に
事
前
の
綿
密
な
計
算
と
、
華
や
か
な
式
典
の
裏

側
で
の
経
験
に
裏
付
け
さ
れ
た
地
道
な
進
水
作
業
が

重
要
と
な
る
。

　
進
水
し
た
ば
か
り
の
船
は
船
体
だ
け
の
大
き
な
入

れ
物
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
機
器
の
取
り
付
け
や
配
線

･

配
管
を
施
す｢

艤
装｣

と
い
う
工
程
を
終
え
て
初

め
て
船
と
し
て
完
全
に
機
能
す
る
よ
う
に
な
る
。
最

近
は
先
に
書
い
た
よ
う
に
先
行
艤
装
を
施
す
の
で
、

艤装中（内装）の客室部分。床や壁を張るた
めの根太を取り付けているところ

推進軸付近。狭い箇所の艤装作業中は、この
ように足の踏み場のない状況になる

竣工した船内（フォワードロビー）

竣工した船内（オーシャンプラザ）

か
つ
て
よ
り
は
艤
装
工
事
の
量
は
減
っ
た
が
、
そ
れ

で
も
重
要
性
は
変
わ
ら
な
い
。
艤
装
専
用
の
岸
壁
に

係
留
し
て
作
業
す
る
が
、
本
船
ク
ラ
ス
で
は
進
水
後

か
ら
試
運
転
ま
で
３
〜
４
カ
月
か
か
る
。

　
艤
装
が
終
わ
る
と
、
い
よ
い
よ
船
が
運
航
で
き
る

よ
う
に
な
る
の
で
、
性
能
を
確
認
す
る
海
上
試
運
転

が
行
わ
れ
る
。
試
運
転
は
検
査
官
立
会
い
で
行
う
公

試
運
転
と
、
そ
れ
以
外
の
社
内
試
運
転
と
が
あ
り
、

後
者
は
造
船
所
の
リ
ハ
ー
サ
ル
や
船
主
の
使
い
勝
手

を
確
認
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
上
架
し
て

船
底
の
最
終
仕
上
げ
塗
装
を
行
う
フ
ァ
イ
ナ
ル
ド
ッ

ク
や
、
完
成
状
態
の
船
の
重
量
重
心
の
計
測
（
重
査
）

も
、
公
試
運
転
の
前
に
行
わ
れ
る
の
が
普
通
だ
。

　
試
運
転
が
終
わ
る
と
、
国
籍
証
書
や
検
査
証
書
な

ど
の
書
類
の
発
行
、
船
舶
登
記
な
ど
各
種
の
手
続
き

を
行
っ
て
、
い
よ
い
よ
竣
工
、

引
き
渡
し
と
な
る
。

　

船
主
に
引
き
渡
さ
れ
た
船

は
、造
船
所
か
ら
出
帆
し
た
後
、

船
員
の
慣
熟
訓
練
や
港
で
の
テ

ス
ト
を
経
て
、
実
際
の
営
業
運

航
開
始
と
な
る
。「
フ
ェ
リ
ー

し
ま
ん
と
」
は
５
月
16
日
に
造

船
所
か
ら
引
き
渡
さ
れ
、
５
月

21
日
の
北
九
州
発
便
か
ら
営
業

航
海
を
始
め
た
。

　
艤
装

　
海
上
試
運
転

　
引
き
渡
し

海上試運転で、錨の上げ下げを確認す
る投揚錨試験

営業航海開始に先立って、北九州港への初入港セレモ
ニーが操舵室で行われた

▶▶大型フェリーができるまで
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京
都
市
民
宿
願
の

叡
電
開
業
か
ら
　
年

　
地
元
で
は〝
叡え
い
で
ん電

〟で
親
し
ま
れ
て
い
る
。

そ
の
ル
ー
ツ
は
、
京
都
電
燈
に
よ
る
大
正
14

（
１
９
２
５
）
年
９
月
27
日
の
出
町
柳
～
八

瀬
間
開
業
時
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
昨
年
が
そ

の
開
業
90
周
年
だ
っ
た
。

　

京
都
の
人
た
ち
に
と
り
霊
峰
・
比
叡
山

へ
の
鉄
道
敷
設
は
宿
願
だ
っ
た
。
大
正
７

（
１
９
１
８
）
年
、
京
都
電
燈
が
関
与
し
て

い
た
嵐
山
電
鉄
は
叡
山
電
鉄
線
を
計
画
、

大
正
11
（
１
９
２
２
）
年
に
平
坦
線
の
出
町

柳
～
八
瀬
間
と
現
在
の
ケ
ー
ブ
ル
八
瀬
と

ケ
ー
ブ
ル
比
叡
の
免
許
を
取
得
、
実
現
し

た
。
そ
の
結
果
、
今
か
ら
91
年
前
に
京
都

市
内
の
出
町
柳
と
標
高
６
８
７
ｍ
の
比
叡
山

四
明
ヶ
岳
が
約
30
分
で
結
ば
れ
、
現
在
の

叡
山
本
線
が
開
業
し
た
。

　

宝
ケ
池
駅
で
分
岐
す
る
現
在
の
鞍
馬
線

は
、
こ
れ
も
ま
た
京
都
電
燈
の
関
係
会
社

の
鞍
馬
電
気
鉄
道
が
昭
和
３
（
１
９
２
８
）

年
に
開
通
さ
せ
た
路
線
だ
っ

た
。
そ
の
後
、
京
福
電
気
鉄

道
に
経
営
権
が
移
る
な
ど

戦
中
・
戦
後
の
混
乱
期
を

経
て
、昭
和
60
（
１
９
８
５
）

年
7
月
6
日
に
現
在
の
叡

山
電
鉄
が
設
立
さ
れ
た
。

　

短
い
郊
外
電
車
の
歴
史

の
中
に
も
、
そ
の
た
び
の
地

域
の
人
た
ち
の
大
き
な
期

〈会社概要〉
■本　　社　〒 606-8007
　　　　　　京都府京都市山端壱町田町８番地の 80
■設　　立　昭和 60（1985）年 7 月 6 日
■営業開始　昭和 61（1986）年 4 月 1 日
■払込資本　2 億 5,000 万円
■筆頭株主　京阪ホールディングス　比率 100％
■代 表 者　代表取締役社長　松下 靖
■従業員数　78 名

〈路　　線〉
■営業区間　叡山本線　出町柳～八瀬比叡山口間 5.6km 複線　8 駅
　　　　　　鞍馬線　宝ケ池～蔵馬間 8.8km うち 4.7km は単線　9 駅
　　　　　　合計 14.4km　17 駅
■車 両 数　22 両 15 編成　この他に貨車 1 両

京都府

叡山電鉄株式会社

　
　
　 

地
方
鉄
道
を
訪
ね
て  【
京
都
府
】

叡
山
電
鉄

寄
稿
　

京
都
の
洛
北
は
、

比ひ
え
い
ざ
ん

叡
山
、
鴨
川
、
鞍
馬
、
貴き
ぶ
ね船
な
ど
の
景
勝
に
恵
ま
れ
て
い
る
。

叡
山
電
鉄
は
、
そ
の
左
京
区
内
の
全
線
14
・４
㎞
を
走
る
郊
外
電
車
だ
が
、

特
に
秋
の
紅
葉
な
ど
車
窓
か
ら
の
眺
め
は
抜
群
。

最
近
は
地
域
の
人
た
ち
と
の
連
携
を
心
掛
け
、

新
た
な
利
用
増
進
を
目
指
し
て
い
る
。

鉄道・運輸機構の助成実績
〈主な助成事業〉
■鉄道軌道近代化設備整備費補助金　
　平成 15 ～ 19 年度
■鉄道軌道輸送高度化事業費補助金　
　平成 20・21 年度

車両のワンマンカー化、列車集中制御装置（CTC）
の更新、プログラム運行制御装置の更新、レール
の重軌条化、PC 枕木化、橋りょうの改修等

待
感
が
読
み
取
れ
る
。

微
笑
ま
し
い

〝
幼
稚
園
児
の
通
園
電
車
〟　

　
　
　

　

平
日
の
出
町
柳
発
８
時
45
分
の
八や

せ瀬
比

叡
山
口
行
き
電
車
で
幼
稚
園
児
の
〝
通
園

電
車
〟
に
乗
り
合
わ
せ
た
。

ホ
ー
ム
で
見
送
る
マ
マ
に
泣

き
べ
そ
を
か
く
子
も
い
た
。

下
車
す
る
宝
ケ
池
駅
ま
で
同

乗
す
る
先
生
の
表
情
の
変
化

も
笑
っ
た
り
、
渋
い
顔
を
し

た
り
で
忙
し
い
。
思
わ
ず
言

葉
を
か
け
た
く
な
る
情
景
が

続
い
た
。

　
こ
れ
は
、
自
動
車
慣
れ
し

多くの観光客が訪れる“もみじのトンネル”

通園電車の幼稚園児



鉄道路線図

鞍馬線
叡山本線

宝
ケ
池

修
学
院

一
乗
寺

茶
山

元
田
中

出
町
柳

鞍
馬

貴
船
口

二
ノ
瀬

市
原

二
軒
茶
屋

京
都
精
華
大
前

木
野

岩
倉

八
幡
前

八
瀬
比
叡
山
口

三
宅
八
幡

た
子
ど
も
た
ち
に
電
車
に
も
親
し
ん
で
も
ら

う
の
が
目
的
だ
そ
う
だ
が
、
見
て
い
る
と
車

内
マ
ナ
ー
も
そ
れ
と
な
く
教
え
ら
れ
て
い
る

よ
う
だ
。
き
っ
と
良
い
結
果
に
つ
な
が
る
に

違
い
な
い
。

　
沿
線
活
性
化
に

住
民
と
の
協
力
体
制

　

叡
電
は
、
地
域
住
民
と
の
連
携
を
強
く

意
識
し
て
い
る
。
当
然
と
言
っ
て
し
ま
え
ば

そ
れ
ま
で
だ
が
、
松
下
靖
社
長
は
「
昨
年
は

叡
電
開
業
90
周
年
だ
っ
た
。
そ
の
ご
恩
返
し

を
兼
ね
て
い
ろ
い
ろ
の
イ
ベ
ン
ト
を
催
し
、

多
く
の
お
客
様
の
ご
参
加
を
い
た
だ
い
た
。

鉄
道
は
地
元
地
域
に

親
し
ま
れ
、
愛
さ
れ
る

こ
と
が
必
要
で
す
」
と

熱
っ
ぽ
く
話
す
。

　
そ
の
言
葉
そ
の
ま
ま

に
沿
線
の
八
瀬
叡
山

保
勝
会
と
の
連
携
は

日
増
し
に
強
ま
っ
て
い

る
よ
う
だ
。

多
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
戸
惑
う
？

　

京
都
市
は
11
の
行
政
区
に
分
か
れ
て
い

る
。
叡
電
沿
線
左
京
区
は
そ
の
う
ち
で
も
最

大
区
。
東
の
東
山
、
比
叡
山
か
ら
北
の
三

国
岳
、
西
の
貴
船
山
な
ど
に
囲
ま
れ
、
山
間

僻
地
の
感
じ
を
残
す
所
も
あ
る
が
、
南
側

八瀬比叡山口駅。駅名は「八瀬」→「八瀬遊園」→「八瀬比叡山口」と変わっている

新緑の中を走る叡山電鉄。車窓からの眺めは抜群だ

松下靖社長
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は
高
野
川
、
鴨
川
に
開
け
た
市
街
地
。
南
へ

約
80‌
㎞
続
く
細
長
い
地
域
だ
。　

　

し
か
し
、
大
昔
か
ら
歴
史
・
文
化
・
民

俗
の
積
み
重
ね
が
多
い
と
こ
ろ
で
、銀
閣
寺
、

南
禅
寺
、
下
鴨
神
社
、
三
千
院
、
寂
光
院

な
ど
の
観
光
名
所
に
は
事
欠
か
な
い
。

　

叡
電
沿
線
に
も
観
光
ス
ポ
ッ
ト
は
多
い

が
、
歩
い
て
み
る
と
鞍
馬
寺
、
貴
船
神
社
辺

り
の
観
光
客
が
目
立
つ
。
し
か
も
外
国
人
観

光
客
が
多
い
。
宣
伝
力
に
も
よ
る
の
だ
ろ
う

が
、
山
の
気
に
満
ち
た
雰
囲
気
は
彼
ら
彼

女
ら
に
も
心
惹
か
れ
る
も
の
が
あ
る
の
だ
ろ

う
。

　

叡
電
の
路
線
図
を
広
げ
る
と
、
宝
ケ
池

駅
で
東
へ
向
か
う
叡
山
本
線
と
北
上
す
る

鞍
馬
線
に
分
岐
す
る
。
宝
ケ
池
構
内
に
は
、

そ
の
昔
の
京
都
市
電
が
乗
り
入
れ
て
い
た
時貴船口駅

実相院

岩倉具視幽棲旧宅

賀茂川河畔にある鯖街道入り口の道標

出町柳駅

に
使
用
し
て
い
た
低
床
ホ
ー
ム
跡
が
あ
る
。

た
ま
た
ま
鉄
道
フ
ァ
ン
が
カ
メ
ラ
を
向
け
て

い
る
の
を
見
か
け
た
。

旧
跡
に
感
じ
る
人
間
味
も

ま
た
楽
し

　　
　
　

　
目
的
地
を
絞
る
こ
と
に
し
た
。
本
線
の
出

町
柳
駅
と
鯖さ
ば

街
道
跡
、
茶
山
駅
付
近
の
駒

井
家
住
宅
、
修
学
院
駅
付
近
の
神
社
仏
閣
、

八
瀬
比
叡
山
口
駅
と
ケ
ー
ブ
ル
駅
一
帯
、
鞍

馬
線
の
岩
倉
駅
付
近
の
史
跡
、
そ
し
て
貴

船
口
駅
か
ら
の
貴
船
神
社
と
終
点
・
鞍
馬

駅
と
鞍
馬
寺
。
予
定
外
の
立
ち
寄
り
場
所

も
散
在
し
て
い
て
、
改
め
て
京
都
観
光
の
奥

深
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

　
ス
タ
ー
ト
の
出
町
柳
駅
周
辺
は
京
都
大

学
、
同
志
社
大
学
な
ど
の
学
生
街
。
鯖
街

道
入
り
口
の
道
標
は
賀
茂
川
河
畔
に
あ
る
。

そ
の
昔
、
福
井
な
ど
日
本
海
沿
い
の
魚
介

類
な
ど
が
京
都
へ
運
ば
れ
て
き
た
こ
と
を
意

味
す
る
も
の
だ
。
こ
の
道
筋
を
た
ど
る
と
二

軒
茶
屋
駅
近
く
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　

修
学
院
駅
付
近
に
は
修
学
院
離
宮
、
曼ま
ん

殊し
ゅ
い
ん院
門
跡
、圓え
ん
こ
う
じ

光
寺
、詩
仙
堂
な
ど
が
あ
る
。

詩
仙
堂
は
徳
川
家
康
に
仕
え
た
石
川
丈
三

が
大
坂
夏
の
陣
で
軍
律
を
犯
し
た
た
め
出

家
し
た
後
に
作
ら
れ
た
。
今
は
国
の
史
跡
。

意
外
と
知
ら
な
い
話
に
思
わ
ず
人
間
臭
さ

を
感
じ
た
。

平
安
の
文
人
も
愛
で
た
か
、

も
み
じ
の
里

　

八
瀬
比
叡
山
口
駅
は
ケ
ー
ブ
ル
駅
の
最

寄
り
駅
。
瑠る

り璃
光こ
う
い
ん院
、
崇す

道ど
う

神じ
ん
じ
ゃ社
な
ど
と

と
も
に
高
野
川
の
清
流
に
憩
わ
さ
れ
る
。

　

鞍
馬
線
の
岩
倉
駅
付
近
に
は
実
相
院
と

岩
倉
具と
も
み視
幽
棲
旧
宅
が
あ
る
。
前
者
は
元

天
台
宗
寺
門
跡
で
、
二
つ
の
庭
は
夏
の
緑
、

秋
の
紅
葉
が
人
気
。
す
ぐ
近
く
に
公
武
合

体
論
で
苦
戦
し
た
当
時
の
岩
倉
具
視
が
住

ん
だ
茅
葺
の
屋
敷
跡
が
あ
る
。
併
設
の
資

料
館
の
内
容
も
興
味
深
い
。

　
鞍
馬
線
の
市
原
～
二
ノ
瀬
間
に
お
馴
染
み

の
〝
も
み
じ
の
ト
ン
ネ
ル
〟
が
あ
る
。
ま
も
な

く
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
が
、

こ
こ
だ
け
を
目
的
に
し
た
観

光
客
も
少
な
く
な
い
と
い

う
。

　

前
後
し
た
所
に
唯
一
の

ト
ン
ネ
ル
が
あ
る
。
畚
ふ
ご
お
ろ
し颪

で
長
さ
34
ｍ
。
あ
っ
と
い
う

間
に
通
り
抜
け
て
し
ま
い
、

注
意
し
て
い
な
い
と
見
過

ご
し
て
し
ま
い
そ
う
だ
。

　
ち
な
み
に
「
畚
」
は
、
運

貴船神社（上）と和泉式部の歌碑
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●
　
●
　

　

鞍
馬
寺
は
山
門
か
ら
九つ

づ

ら
十
九
折お

り
の
坂

道
。
清
少
納
言
が
枕
草
子
で
も
紹
介
し
て

い
る
。
こ
こ
で
出
会
っ
た
日
本
文
学
史
を
学

ん
で
い
る
女
子
大
生
た
ち
か
ら
「
清
少
納
言

は
宮
中
の
権
力
争
い
に
巻
き
込
ま
れ
、
イ
ジ

メ
に
あ
っ
た
。
そ
の
癒い
や

し
に
枕
草
子
を
残
し

た
」
と
い
う
話
を
聞
い
た
。
こ
れ
も
旅
先
な

ら
で
は
の
拾
い
物
の
話
だ
。

　

鞍
馬
寺
山
門
前
を
鞍
馬
街
道
が
抜
け
て

い
る
。
そ
の
先
に
く
ら
ま
温
泉
が
あ
る
が
、

露
天
風
呂
に
つ
か
る
外
国
人
観
光
客
が
目

立
つ
。
牛
若
丸
の
伝
説
を
忘
れ
か
ね
な
い
時

代
を
迎
え
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。

（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー　
平
野
雄
司
）

　叡山本線の終着駅・八瀬比叡山口近くの髙折病院
理事長の圓城さんは、33 年前に京都市街地からこの
地へ移住してきた。
  「比叡山麓で自然環境は抜群。本業の医療活動に最
適地だと思ったからです」という。それだけに馴染
み深い叡電への関心度は高い。「近頃はドライブウェ
イの利用者が増えて、叡電利用の観光客利用が減少
している。これが八瀬地区全体の地域活性化を妨げ
ている要因です。計画を推進する地域住民の高齢化
という問題もあるが、なんとかして結束を図り、改
善していきたい」と思いを語る。
　本線は宝ケ池駅で鞍馬線と分岐、東進する。ここ
からは三宅八幡と八瀬比叡山口の 2 駅のみ。高

た か の
野川

の清流沿いにも歴史・文化の話題は多い。「八瀬遊園
の駅前には昭和 39 年の東京オリン
ピック時に遊園地があったし、沿線
の桜並木は観光スポットでもあっ
た。今は遊園地も桜もなくなった。
しかし、八瀬地区の価値はそれでお
しまいというわけではない。温故知
新という言葉を思い出してほしい」
と、今後の展望を見定めているよう
な表情。
　昨年は、叡電開業 90 周年事業と
して八瀬比叡山口駅で夏祭りやクリ

スマスのイベントが行われた。これには八瀬叡山保
勝会、叡電がスクラムを組んで臨んだ。その実績が
パワーになっている。
　活性策の一つの試みとして、京都市内の小中学生
を対象にした＜遠足での運賃無料電車の運転＞が提
案された。「叡電の利用者が少ない時間帯に思い切っ
てやってみてはどうだろう。マスコミの応援を得て
叡電のがんばりと地域活性化に対する理解を深める
チャンスになるのではないだろうか」
　一見、爆弾提案のようだが、圓城さんには子ども
たちに校外活動を通じて歴史・文化を知ってもらい
たいという強い願いがある。
　「単なる物見遊山ではなく、その行動を積み重ねる
ことで、彼らの教養を高めてほしい。それは地域を
見直すエネルギーになるはずだ。人生の先輩として
実現してあげたい。そのために叡電へ働きかけてい
きたい」と言い切った。

八瀬叡山保勝会
会長 圓城 正男さん

鞍馬寺

鞍馬街道

サポーターの声

SUPPORTER
,
S VOICE

地方鉄道を訪ねて【京都府】叡山電鉄寄稿　

搬
用
の
籠
の
こ
と
。「
も
っ

こ
」
と
読
む
。

　

貴
船
神
社
と
鞍
馬
寺

は
山
越
え
道
で
１
時
間
30

分
は
か
か
る
。
神
社
へ
は

貴
船
口
駅
か
ら
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
で
行
く
ほ
う
が
無
難
。
寺
へ
は
鞍
馬
駅

か
ら
徒
歩
で
向
か
う
別
仕
立
て
の
ほ
う
が
ご

利
益
も
多
く
授
か
り
そ
う
な
気
が
し
た
。

　

貴
船
神
社
は
水
を
司
る
神
を
祀
る
。
歌

人
の
和
泉
式
部
と
の
関
わ
り
も
あ
り
、
そ
れ

を
訪
ね
て
歩
く
人
も
い
る
。
貴
船
川
に
は
川

床
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
外
国
人
観

光
客
の
評
判
を
呼
ん
で
い
る
。

高野川の清流

鞍馬駅を降りると、いきな
り出会う真っ赤な天狗像



 鉄道・運輸機構だよりNo.50  2016 Summer 26

鉄道建設技術に対して、平成 27 年度に多くの評価をいただきました。機構では、これらの知見を設計・
施工に生かしていくとともに、さらなる品質向上・コスト削減を進め、技術の開発や導入に積極的に取り
組んでまいります。

トピックス

01

北陸新幹線関係

鉄道建設技術に対する受賞

■ 

受  

賞  

者
：
鉄
道
・
運
輸
機
構

　
　
　
　
　
　 

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　 

西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　 

長
野
県
、
新
潟
県
、
富
山
県
、
石
川
県

　
北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
は
、
沿
線
地
域
の
半
世
紀
に
わ
た
る
悲
願

を
か
な
え
る
と
と
も
に
、広
い
エ
リ
ア
で
の
交
流
を
生
み
出
し
、鉄
道・

運
輸
機
構
、
J
R
東
日
本
、
J
R
西
日
本
、
沿
線
自
治
体
の
総
合
力

を
引
き
出
す
ト
リ
ガ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　
沿
線
自
治
体
と
鉄
道
事
業
者
の
緊
密
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ

り
、
地
域
の
個
性
に
富
ん
だ
駅
施
設
の
整
備
と
、
地
元
力
に
溢
れ
た

充
実
し
た
ソ
フ
ト
施
策
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
駅
や
都

市
の
特
徴
・
個
性
を
生
か
し
た
北
陸
新
幹
線
沿
線
と
し
て
の
魅
力
を

も
と
に
、
広
域
エ
リ
ア
に
よ
る
新
た
な
観
光
ル
ー
ト
の
形
成
な
ど
も

強
力
に
推
し
進
め
ら
れ
、
本
事
業
に
よ
り
多
く
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
生

み
出
さ
れ
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

■ 

受  

賞  

者
：
鉄
道
・
運
輸
機
構

　
　
　
　
　
　 

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　 

西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社

　
北
陸
新
幹
線
（
長
野
・
金
沢
間
、
延
長
約
２
２
８
㎞
）
の
建
設

は
、
数
々
の
新
技
術
が
採
用
さ
れ
、
工
期
短
縮
、
コ
ス
ト
削
減
等
、

鉄
道
建
設
技
術
の
粋
が
尽
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
平
成
27
年
３
月
14
日
の
開
業
以
降
、
現
時
点
ま
で
の
乗
車
実

績
は
、
在
来
線
当
時
と
比
較
し
て
約
３
０
０
％
増
に
達
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
一
時
的
な
開
業
効
果
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
開
業

に
合
わ
せ
て
沿
線
で
進
め
ら
れ
た
連
続
立
体
交
差
化
事
業
等
の

街
づ
く
り
に
よ
り
、
相
乗
効
果
が
発
揮
さ
れ
た
か
ら
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
北
信
越
地
方
と
首
都
圏
は
も
と
よ
り
、
関
西
圏
と
の
交
流
促

進
に
加
え
、
経
済
・
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
社
会
資
本
と
し
て
、
北
陸
新
幹
線
の
整
備
は
土
木
技
術
の

発
展
に
貢
献
し
た
と
の
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「鉄道の日」実行委員会　日本鉄道大賞
沿線自治体との緊密なパートナーシップによる北陸新幹線金沢開業

土木学会　技術賞（Ⅱグループ）　
北陸新幹線（長野・金沢間）開業 ━北信越地域と首都圏・関西圏との連携・交流の画期的な促進 ━

日本鉄道大賞表彰式

北陸新幹線
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鉄
道
建
築
協
会 

作
品
賞
（
最
優
秀
賞
）

北
陸
新
幹
線 

富
山
駅

■ 

受  
賞  
者
：
富
山
工
事
事
務
所

■ 

設
計
会
社
：
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ツ
株
式
会
社

■ 

施
工
会
社
：
鹿
島
・
佐
藤
・
大
鉄
・
日
本
海
建
興

                 

北
陸
新
幹
線
、
富
山
駅
新
築　
特
定

建
設
工
事
共
同
企
業
体

　
富
山
駅
は
シ
ン
プ
ル
で
あ
り
な
が
ら
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ

る
外
観
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
旅
客
上
家
を
支
え
る
白
色

の
四
つ
又
柱
は
、〝
立
山
杉
の
木
立
〟
に
見
立
て
、
雪
原

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
モ
ノ
ト
ー
ン
調
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に

立
ち
並
ぶ
様
が
際
立
つ
よ
う
配
慮
し
、コ
ン
コ
ー
ス
で
は
、

岩
瀬
町
の
伝
統
様
式
で
あ
る
縦
格
子
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た

県
産
木
材
の
ル
ー
バ
ー
、
八
尾
和
紙
を
挟
み
込
ん
だ
合
わ

せ
ガ
ラ
ス
を
用
い
る
等
、
富
山
の
伝
統
・
様
式
を
積
極
的

に
取
り
入
れ
た
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
特
色
を
表
現
し
た
デ
ザ
イ
ン
と
地
元
素
材
の
活

用
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

富山駅

鉄
道
建
築
協
会 

作
品
賞
（
入
選
）

北
陸
新
幹
線 

金
沢
駅

■ 

受  

賞  

者
：
大
阪
支
社

■ 

設
計
会
社
：
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ツ
株
式
会
社

■ 

施
工
会
社
：
清
水
・
大
鉄
・
表　

　
　
　
　
　
　

北
陸
新
幹
線
、
金
沢
駅

新
築 

特
定
建
設
工
事
共

同
企
業
体

　
ま
ち
が
見
え
る
大
き
な
ガ
ラ
ス
カ
ー
テ
ン

ウ
ォ
ー
ル
と
、
も
て
な
し
ド
ー
ム
と
呼
応
し

た
波
型
屋
根
を
外
観
デ
ザ
イ
ン
に
取
り
入
れ
、

内
観
は
風
格
あ
る
シ
ッ
ク
な
色
合
い
を
意
識

し
て
設
計
し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
伝
統
的
工

芸
品
を
活
用
す
る
事
で
地
元
の
伝
統
文
化
が

感
じ
ら
れ
る
デ
ザ
イ
ン
と
し
、
こ
れ
ら
が
、

新
し
い
観
光
駅
と
し
て
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

金沢駅

　
鉄
道
建
築
協
会 

作
品
賞
（
佳
作
）

　
北
陸
新
幹
線 

飯
山
駅

■ 

受  

賞  

者
：
東
京
支
社

■ 

設
計
会
社
：
株
式
会
社
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

東
日
本
建
築
設
計
事
務

所

■ 

施
工
会
社
：
鹿
島
・
り
ん
か
い
日
産
・

　
　
　
　
　
　

北
條
組　
北
陸
新
幹
線
、

飯
山
駅
新
築　

特
定
建

設
工
事
共
同
企
業
体

　
外
観
は
雪
化
粧
を
し
た
雄
大
な
山
並
み
と
、

伝
統
文
化
の
和
紙
（
内
山
紙
）
の
柔
ら
か
さ

を
感
じ
さ
せ
る
流
麗
な
デ
ザ
イ
ン
と
し
、
内

観
は
県
産
木
材
や
和
紙
（
内
山
紙
）、
雁
木
風

の
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ッ
ク
な
ど
地
元
の
風
土
、
伝

統
文
化
を
表
現
し
た
や
す
ら
ぎ
と
ぬ
く
も
り

の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
と
し
ま
し
た
。

飯山駅

鉄
道
建
築
協
会 

作
品
賞
（
佳
作
）

北
陸
新
幹
線 

新
高
岡
駅

■ 

受  

賞  

者
：
富
山
工
事
事
務
所

■ 

設
計
会
社
：
株
式
会
社
梓
設
計
・
株
式

会
社
創
建
築
事
務
所
設

計
共
同
体

■ 

施
工
会
社
：
佐
藤
・
竹
中
土
木
・
砺
波　

北
陸
新
幹
線
、
新
高
岡

（
仮
称
）
駅
新
築　
特
定

建
設
工
事
共
同
企
業
体

　
外
観
は
歴
史
に
育
ま
れ
た
国
宝
瑞
龍
寺
を

デ
ザ
イ
ン
モ
チ
ー
フ
と
し
て
、
リ
ズ
ミ
カ
ル

な
縦
の
ラ
イ
ン
を
強
調
し
た
デ
ザ
イ
ン
と
し

ま
し
た
。
外
壁
は
、
合
掌
造
り
、
高
岡
銅
器

や
能
登
の
珠
洲
焼
な
ど
を
感
じ
さ
せ
る
色
合

い
と
し
、
内
装
に
は
地
場
産
業
で
あ
る
銅
、

真
鍮
を
仕
上
げ
材
に
採
用
し
ま
し
た
。

新高岡駅

J R T T  T O P I C S
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レ
ー
ル
に
は
電
車
電
流
（
走
行
の
た
め
の

電
流
）
と
A
T
C
電
流
（
速
度
制
御
信
号
の

た
め
の
電
流
）
が
流
れ
て
い
ま
す
。
電
車
電

流
の
高
調
波
が
A
T
C
電
流
を
妨
害
す
る

た
め
、
新
幹
線
で
は
電
源
周
波
数
の
奇
数
倍

を
避
け
て
A
T
C
電
流
の
周
波
数
を
決
め
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
電
源
周
波
数
が
変
わ
る

と
A
T
C
周
波
数
を
変
え
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

北
陸
新
幹
線
（
長
野
・
金
沢
間
）
に
は

50‌

Hz
の
変
電
所
が
１
箇
所
だ
け
あ
り
、
そ

の
区
間
が
停
電
し
た
場
合
、
代
わ
り
に
隣
の

60‌

Hz
変
電
所
が
電
気
を
送
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
従
来
技
術
で
A
T
C
運
転
を
継
続
す
る

に
は
50‌

Hz
用
と
は
別
に
60‌

Hz
用
の
Ａ
Ｔ
Ｃ
送

受
信
器
も
必
要
で
し
た
が
、
１
組
で
両
方
の

周
波
数
を
送
受
信
で
き
る
Ａ
Ｔ
Ｃ
送
受
信
器

を
開
発
し
ま
し
た
。
コ
ス
ト
を
抑
え
た
方
式

で
、
異
周
波
に
よ
る
延
長
き
電
時
の
保
安
度

を
向
上
し
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

■ 

受  

賞  

者
：
東
京
支
社
電
気
第
二
部
信
号
課　

                   

横
田
倫
一　
他

信通機器室

ATC装置
（50Hz）

リレー
60Hz

き電

ATC装置
（60Hz）

ATC装置
（50Hz）

リレー

ATC装置
（60Hz）

ATC装置
（50Hz）

リレー

ATC装置
（60Hz）

ATC信号：1,560Hz ATC信号：1,560Hz ATC信号：1,560Hz

下 3T 下 2T 下 1T

信通機器室

ATC信号：1,560Hz ATC信号：1,560Hz ATC信号：1,560Hz

下 3T 下 2T 下 1T

ATC装置
（50Hz/60Hz）

60Hz

き電

ATC装置
（50Hz/60Hz）

ATC装置
（50Hz/60Hz）

従
来
方
式

新
方
式

 

　
日
本
鉄
道
電
気
技
術
協
会  

鉄
道
電
気
技
術
賞
（
最
優
秀
賞
）

   

北
陸
新
幹
線
50
╱
60‌

Hz
両
用
Ｄ
Ｓ-

Ａ
Ｔ
Ｃ
の
開
発
と
実
用
化

「50/60Hz 両用 DS-ATC」

照
明
学
会 

照
明
普
及
賞

北
陸
新
幹
線 

金
沢
駅
の
照
明

■ 

受  

賞  
者
：
東
京
支
社

　
　
　
　
　
　

 
電
気
第
三
部
電
力
課

　
金
沢
駅
は
「
ま
ち
が
見
え
る
、
心
と
体
に
気
持
ち

の
い
い
駅
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
基
に
、
駅
舎
全
体
の

明
る
さ
バ
ラ
ン
ス
を
図
っ
た
設
計
と
し
て
い
ま
す
。

　
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
は
全
般
照
明
に
高
効
率
の
蛍
光

灯
お
よ
び
L
E
D
直
付
器
具
を
採
用
し
、
上
部
へ

は
L
E
D
投
光
器
を
上
向
き
に
設
置
し
、
運
転
士

や
利
用
者
に
不
快
な
眩
し
さ
を
与
え
な
い
角
度
に
調

整
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ン
コ
ー
ス
で
は
コ
ン
パ
ク
ト
蛍
光
灯
の
ベ
ー
ス

ラ
イ
ト
を
主
に
、
間
接
照
明
や
L
E
D
器
具
を
採

用
し
、
明
る
さ
の
バ
ラ
ン
ス
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
照
明
施
設
の
企
画
、
設
計
、
施
工
に

多
大
な
功
績
が
あ
っ
た
も
の
と
し
て
評
価
さ
れ
ま
し

た
。

金沢駅

駅
設
備
計
画
検
討
支
援
シ
ス
テ
ム
の
活
用

■ 

受
賞
者
：
計
画
部 

調
査
課 

小
森
谷
隆

　
土
木
学
会 

年
次
学
術
講
演
会
　

　
優
秀
講
演
者
賞

ト
ン
ネ
ル
弾
性
波
探
査
マ
ニ
ュ
ア
ル（
案
）

を
適
用
し
た
ト
ン
ネ
ル
地
質
調
査

■ 

受
賞
者
：
大
阪
支
社 

                

工
事
第
三
部  

工
事
第
四
課

                

赤
澤
正
彦

　
物
理
探
査
学
会
　
事
例
研
究
賞

地
す
べ
り
地
内
及
び

長
崎
自
動
車
道
下
を
通
過
す
る

山
岳
ト
ン
ネ
ル
の
施
工
計
画

■ 

受
賞
者
：
大
阪
支
社 

工
事
第
四
部

　
　
　
　
　

 

工
事
第
七
課 

酒
井
龍
一

　
　
　
　
　

 

大
阪
支
社 

計
画
部
調
査
課

　
　
　
　
　

 

橋
本
浩
史 

　
日
本
鉄
道
施
設
協
会
　
論
文
賞

神
奈
川
東
部
方
面
線
に
お
け
る

用
地
取
得
業
務
の
課
題
と
対
応

■ 

受
賞
者
：
総
務
部 

広
報
課 

小
島
千
明

　
日
本
鉄
道
施
設
協
会
　
論
文
賞
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共有建造に関するお問い合わせ先

J R T T  T O P I C S

「平成28年度共有建造支援セミナー」開催報告

　

平
成
28
年
３
月
24
日
（
木
）
の

東
京
会
場
を
皮
切
り
に
、
今
治
・

松
山
・
神
戸
・
広
島
の
５
会
場
に

て
平
成
28
年
度
共
有
建
造
支
援
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
共
有
建
造
制

度
を
ご
利
用
い
た
だ
く
お
客
様
（
内

航
海
運
事
業
者
等
）
を
対
象
に
、

共
有
建
造
制
度
を
広
く
理
解
し
て

い
た
だ
く
た
め
毎
年
全
国
各
地
に

て
開
催
し
て
い
ま
す
。
講
演
内
容

と
し
て
は
、「
平
成
28
年
度
制
度

改
正
及
び
共
有
建
造
制
度
」、「
技

術
支
援
関
係
業
務
及
び
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
補
助
金
制
度
等
」
の
説
明
を

行
い
、
今
年
度
の
新
し
い
議
題
と

し
て
、「
竣
工
後
の
技
術
支
援
及
び

離
島
航
路
の
計
画
策
定
支
援
」「
技

術
ト
ピ
ッ
ク
～
騒
音
規
制
対
策
に

つ
い
て
～
」の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、国
土
交
通
省
海
事
局
（
総

務
課
企
画
室
）
か
ら
「
平
成
28
年

度
内
航
関
係
税
制
及
び
船
員
計
画

雇
用
促
進
等
事
業
に
つ
い
て
」（
東

京
会
場
除
く
）、
交
通
エ
コ
ロ
ジ
ー・

モ
ビ
リ
テ
ィ
財
団
か
ら
「
海
上
交

通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
施
設
整
備
助
成

制
度
」、
日
本
財
団
か
ら
「
共
有
船

向
け
日
本
財
団
造
船
関
係
事
業
資

金
融
資
制
度
」
に
つ
い
て
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

全
５
会
場
に
お
け
る
参
加
者

数
は
、
昨
年
度
比
20‌

%
増
の
約

２
０
０
人
と
な
り
、
セ
ミ
ナ
ー
終

了
後
は
海
運
事
業
者
の
方
々
か
ら

の
個
別
相
談
も
盛
況
と
な
り
ま
し

た
。
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
博
多
・
長
崎
会
場
に
つ

き
ま
し
て
は
、
熊
本
地
震
の
影
響

に
よ
り
延
期
い
た
し
ま
し
た
が
、

平
成
28
年
７
月
７
日（
木
）博
多
・

８
日（
金
）長
崎
で
開
催
致
し
ま
す
。

共有船舶建造支援部　建造促進課

●建造に関するご相談
共有船舶建造支援部 建造促進課　TEL:045-222-9138

平成28年度制度改正点（貨物船）

②
消費税

③
機構乗出費用

④
建造等納付金

①建造工事請負契約の金額

《平成28年度分以降》
【建造等納付金機構分担額】＝内航総連の定める基準単価×載貨重量（容積）×分担割合

機構が分担する船価の範囲（貨物船）

共有建造制度のメリット

共有建造方式の
メリット

幅広い
分担対象

高い
分担割合

登録免許税
非課税※1

ニーズに
合わせた
金利体系

日本財団の
資金利用可能

※2

長期の
共有期間

担保不要

技術支援

※1　機構持分の所有権保存登記に係る登録免許税が対象です。
※2　共有建造事業者の方のみが利用可能です。（上限金利 1.9％）

●技術に関するご相談
共有船舶建造支援部 技術支援課　TEL:045-222-9123

トピックス

02

セミナー会場の様子

日本内航海運組合総連合会が行う暫定措置事業に基づき、事業
者が支払う建造等納付金については、平成 28 年度以降、原則
としてその全額を機構が分担する船価の対象とします。

（一定の条件を満たさない場合には、建造等納付金の一部が対象
となります。）
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竣工船の紹介 平成 28 年 3 月から 5 月の間に機構では新しい共有船 3 隻が竣工致しま
した。各船とも、国の運輸政策でもある環境にやさしい船舶や物流効率化
に寄与する船舶となっており、地域の交通と日本の物流を支えています。

「
第
八
雄ゆ

う
ほ
う
ま
る

豊
丸
」

平
成
28
年
３
月
９
日
（
水
）、
大
分
県
臼
杵
市

の
下
ノ
江
造
船
株
式
会
社
に
お
い
て
竣
工
し

た
有
限
会
社
信
雄
海
運
と
の
共
有
貨
物
船
。

総
ト
ン
数　
４
９
９
ト
ン

船
　
　
種　
油
送
船
兼
ケ
ミ
カ
ル
タ
ン
カ
ー

政
策
目
的　
二
酸
化
炭
素
低
減
化
船

               （
高
度
二
酸
化
炭
素
低
減
化
船
）

積
　
　
荷　
分
解
ガ
ソ
リ
ン
、
ベ
ン
ゼ
ン
、

               

ト
ル
エ
ン

「
た
か
し
ま
」

平
成
28
年
３
月
19
日
（
土
）、
長
崎
県
佐
世
保

市
の
株
式
会
社
沖
新
船
舶
工
業
に
お
い
て
竣

工
し
た
鷹
島
汽
船
有
限
会
社
と
の
共
有
旅
客

船
。

総
ト
ン
数　
60
ト
ン

船
　
　
種　
純
客
船

政
策
目
的　
離
島
航
路
に
就
航
す
る
船
舶

航
　
　
路　
鷹
島（
殿
ノ
浦
）～
飛
島
～
今
福

旅客船 Passenger Ship

「
フ
ェ
リ
ー
し
ま
ん
と
」

平
成
28
年
５
月
16
日
（
月
）、
大
分
県
佐
伯
市

の
佐
伯
重
工
業
株
式
会
社
に
お
い
て
竣
工
し

た
オ
ー
シ
ャ
ン
ト
ラ
ン
ス
株
式
会
社
と
の
共

有
旅
客
船
。

総
ト
ン
数　
１
万
２
６
３
６
ト
ン

船
　
　
種　
旅
客
船
兼
自
動
車
航
送
船

政
策
目
的　
二
酸
化
炭
素
低
減
化
船

               （
先
進
二
酸
化
炭
素
低
減
化
船
）

航
　
　
路　
北
九
州
～
徳
島
～
東
京

旅客船 Passenger Ship貨物船 Cargo Ship

日
本
の
四
季
折
々
の
「
鉄
道
の
あ
る
風
景
」
写
真
を
募
集
中
で
す
。

■
表　
　
彰
：
グ
ラ
ン
プ
リ
（
国
土
交
通
大
臣
賞
）…
…
…
…
…
… 

１
点

　
　
　
　
　
　
四
季
賞
（
春
・
夏
・
秋
・
冬
）
…
…
…
…
…
…
… 

各
１
点

　
　
　
　
　
　
ジ
ュ
ニ
ア
賞
（
18
歳
以
下
）…
…
…
…
…
…
…
…
… 

１
点

　
　
　
　
　
　
入
賞
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
… 

数
点

■
主　
　
催
：「
鉄
道
の
日
」
実
行
委
員
会
／
鉄
道
・
運
輸
機
構

■
後　
　
援
：
国
土
交
通
省

■
テ 

ー 

マ
：
日
本
の
四
季
折
々
の
「
鉄
道
の
あ
る
風
景
」
を
題
材
と
し

た
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
期
間
：
平
成
28
年
７
月
１
日（
金
）～
８
月
31
日（
水
）
必
着

■
応
募
資
格
：
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方
で
、
撮
影
マ
ナ
ー
を
し
っ
か
り
守
っ
て

い
た
だ
け
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

■
応
募
規
格
：
・
応
募
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
・
カ
ラ
ー
六
切
り（
ワ
イ
ド
六
切
り
可
）、
ま
た
は
A 
４
サ

                     

イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
も
の
と
し
ま
す
。

・ 

額
装
、合
成
写
真
お
よ
び
組
み
写
真
は
不
可
と
し
ま
す
。

・
お
お
む
ね
３
年
以
内
に
撮
影
を
し
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

・
応
募
点
数
は
一
人
４
点
ま
で
と
し
ま
す
。

※
応
募
規
格
外
の
写
真
は
、
審
査
の
対
象
外
と
し
ま
す
。

■
そ 

の 

他
：
入
賞
・
入
選
作
品
は
、
作
品
集
へ
の
掲
載
等
で
広
く
紹
介

す
る
ほ
か
、
一
部
入
賞
作
品
は
、
鉄
道
・
運
輸
機
構
の
平

成
29
年
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
に
も
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

トピックス

「第17回 鉄道のある風景写真コンテスト」作品募集

辻本 一夫
（東日本旅客鉄道　釜石線　陸中大橋駅～洞泉駅）

昨年度のグランプリ作品
「山間の奇跡」

J R T T  T O P I C S

04

トピックス

03



※個人情報の保護について：個人情報につきましてはより良い「鉄道・運輸機構だより」作成のための参考とし、他の目的には使用しません。

お名前 歳年齢貴社名

▼ご協力ありがとうございました。もし差し支えなければ、以下にもご記入ください。

「鉄道・運輸機構だより」に関するアンケートのお願い

FAX番号 045-222-9089

【問い合わせ先】 鉄道・運輸機構総務部広報課　電話：045-222-9101

今後取り上げてほしいテーマをお聞かせください。3

全般についてのご意見・ご要望などをお聞かせください。4

上記Ｑ１で選んだ回答に対するそれぞれの理由をお聞かせください。2

今季号で面白かった・興味を持った記事を3つあげてください。1
P.02 □ 巻頭言
P.04 □ 特集
  待望の北海道新幹線（新青森・新函館北斗間）が開業
P.12 □ CLOSE UP　平成28年度計画について
P.16 □ WORKING REPORT
  共有船舶建造支援部　技術支援課

P.22 □ 寄稿 ～地方鉄道を訪ねて～ 「叡山電鉄」
P.26～30 TOPICS
　　  □ 鉄道建設技術に対する受賞
　　  □ 「平成28年度共有建造支援セミナー」開催報告
　　  □ 竣工船の紹介
　　  □ 「第17回鉄道のある風景写真コンテスト」作品募集

いつも「鉄道・運輸機構だより」をご愛読いただきありがとうございます。
今後の編集の参考とさせていただきますので、下記のアンケートにご協力ください。

該当する項目にチェックの上、その理由などをご記入ください。
このページをコピーして
ご使用ください

FAX
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4
月
に
発
生
し
ま
し
た
熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
々
に
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復

興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
鉄
道
・
運
輸
機
構
だ
よ
り
」
夏
季
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
「
特
集
」
は
、
3
月
に
開
業
し
ま
し
た
北
海
道
新
幹
線
で
す
。

完
成
時
期
に
間
に
合
わ
せ
る
べ
く
、
高
度
な
最
新
の
技
術
を
駆

使
し
11
年
弱
の
歳
月
を
経
て
開
通
に
至
り
ま
し
た
。
5
月
の

G
W
は
桜
が
満
開
を
迎
え
た
函
館
に
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
、

新
幹
線
効
果
が
表
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
北
海
道
の
夏
は
湿
度

が
低
く
、
カ
ラ
ッ
と
し
た
清
々
し
い
天
気
で
観
光
に
は
最
適
な

季
節
で
す
。

　
「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
」
は
、
第
3
期
中
期
計
画
（
平
成
25
〜

29
年
度
）
を
実
施
す
る
た
め
の
今
年
度
の
業
務
運
営
に
関
す
る

計
画
で
す
。

　
「
ワ
ー
キ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
」
は
、
東
京
〜
徳
島
〜
北
九
州
を

運
行
し
て
い
る
共
有
船
の
大
型
フ
ェ
リ
ー
「
フ
ェ
リ
ー
し
ま
ん

と
」
の
計
画
〜
引
き
渡
し
ま
で
の
一
連
の
建
造
過
程
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
巨
大
な
船
体
を
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
進
水
す
る
こ
と

の
難
し
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
「
地
方
鉄
道
を
訪
ね
て
」
は
、
昨
年
開
業
90
周
年
を
迎
え
た

京
都
の
叡
山
電
鉄
で
す
。
地
元
で
は
叡
電
と
し
て
親
し
ま
れ
て

お
り
、
そ
の
沿
線
に
は
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
多
く
、
涼
し
さ
を
求

め
て
く
る
観
光
客
が
多
い
よ
う
で
す
。
納
涼
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
願
い
事
が
書
か
れ
た
短
冊
を
社
内
の
つ
り
革
に

取
り
付
け
た
「
七
夕
伝
車
」
が
運
行
し
て
い
ま
す
。

　
関
係
者
の
皆
様
に
は
取
材
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
「
ト
ピ
ッ
ク
ス
」
は
、
鉄
道
建
設
技
術
に
対
す
る
受
賞
、
平

成
28
年
度
共
有
建
造
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
報
告
、
竣
工
し

た
共
有
船
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
3
月
に
開
業
し
た

北
陸
新
幹
線
関
係
は
、
広
い
エ
リ
ア
で
の
交
流
を
生
み
出
し
た

こ
と
や
数
々
の
新
技
術
に
よ
り
工
期
を
短
縮
で
き
た
こ
と
等
が

評
価
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
も
「
鉄
道
の
あ
る
風
景
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
の

作
品
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
多
数
の
応
募
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
「
鉄
道
・
運
輸
機
構
だ
よ
り
」
を
ご
愛
読
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　
　

 （
広
報
課
長
）

編

集

後

記
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